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上
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榊
防
火

･
治
安
対
策

む
す
び

黒

瀧

十

二

郎

は
じ
め
に

一
､
町
人
に
対
す
る
生
活
規
制

二
､
衣
食
住
に
つ
い
て

‖
衣
服
の
規
制

日食
･
住
の
規
制

三
､
年
中
行
事
と
生
活

(以
下
､
次
号
)

‖
膏
宮
口盆
踊
り

日
ね
ぶ
た

榊
お
山
参
詣

四
､
日
常
生
活

‖
弘
前
城
下
の
通
行

日商
業
に
つ
い
て

臼
質
屋
と
藩
士

は
じ
め
に

本
稿
は
弘
前
城
下
に
住
む
町
人
に
対
す
る
生
活
規
制
の
分
析

(必
要
に
応
じ
て
青

森
に
住
む
町
人
の
生
活
に
も
ふ
れ
た
)
を
通
し
て
､
町
人
の
生
活
の
実
態
を
探
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
｡

弘
前
城
は
慶
長
十
六
年
に
い
ち
お
う
完
成
し
､
城
下
は
慶
安
期
に
現
在
の
祖
型
を
てらまち

形
づ
-
つ
て
お
り
､
周
辺
農
村
と
は
在
郷
道
で
結
ば
れ
て
い
た
｡
慶
安
二
年
の
寺
町

大
火
､
延
宝
二
年
と
天
和
二
年
の
岩
木
川
振
替
え
､
元
禄
年
間
と
宝
永
年
間
の
二
度

に
わ
た
る
武
家
屋
敷
の
郭
外
移
転
､
寛
政
改
革
に
よ
る
藩
士
土
着
と
そ
の
後
の
城
下

へ
の
復
帰
に
よ
っ
て
､
城
下
の
景
観
は
度
々
変
更
を
余
儀
な
-
さ
れ
た
が
､
町
屋

･

武
家
お
よ
び
寺
社
の
配
置
は
､
十
九
世
紀
の
初
頭
以
後
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
か
っ
た
｡

町
人
は
同
じ
城
下
で
居
住
域
は
異
に
す
る
が
､
藩
士
と
深
-
関
り
あ
い
な
が
ら
生

活
を
営
ん
で
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
-
､
ま
た
周
囲
の
農
村
と
城
下
と
を
往
復

す
る
農
民
と
の
関
り
も
深
か
っ
た
の
で
あ
る
｡



町
人
が
毎
日
の
こ
と
を
丹
念
に
書
き
記
し
た
も
の
に
､
幕
末
の
津
軽
藩
の
豪
商
武

(-
)

田
氏
の
｢金
木
屋
日
記
｣
が
あ
り
､
生
活
の
様
子
が
知
ら
れ
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
｡

こ
れ
は
詳
細
な
日
記
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
藩
か
ら
出
さ
れ
た
法
令
が
町
人
に

ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
､
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
か
､
な
ど
に
つ
い
て
は
ほ

と
ん
ど
記
さ
れ
て
お
ら
ず
､
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
｡

町
人
の
日
記
で
筆
者
の
管
見
に
入
っ
た
の
は
こ
の
日
記
以
外
に
な
い
の
で
､
多
数

の
法
令
の
分
析
が
中
心
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
｡
史
料
的
限
界
は
あ
る
が
'
藩

(2
)

政
中
期
以
降
を
通
し
て
の
法
令
か
ら
津
軽
藩
の
町
人
の
生
活
が
､
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
か
を
把
握
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
｡

尚
､
こ
の
考
察
は

｢法
令
よ
り
見
た
る
津
軽
藩
士
の
生
活
｣
(｢弘
前
大
学
国
史
研

究
｣第
八
十
六
号
)
｢法
令
よ
り
見
た
る
津
軽
藩
の
農
民
の
生
活
｣
(未
刊
)
と
の
一
連

の
作
業
で
あ
る
｡

一

町
人
に
対
す
る
生
活
規
制

本
章
で
は
､
町
人
を
対
象
と
す
る
主
要
法
令
が
出
さ
れ
た
時
期
と
そ
の
背
景
を
藩

政
の
動
向
を
通
し
て
考
察
し
､
町
人
の
生
活
が
如
何
に
規
制
さ
れ
て
い
た
か
を
概
観

し
た
い
｡
但
し
'
個
々
の
箇
条
に
つ
い
て
の
考
察
は
次
章
以
下
に
譲
る
こ
と
に
す
る
｡

町
人
に
対
す
る
生
活
全
般
に
亙
る
法
令
と
し
て
､
延
宝
九
年
正
月
二
十

一
日
の
日

(3
)

付
を
も
っ
て

｢町
人
法
度
｣
が
制
定
さ
れ
た
｡

(4
)

少
し
長
い
が
全
文
を
引
用
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る

｡

条

々

御
公
儀
常
々
御
法
度
井
年
々
被
仰
出
御
条
目
之
趣
柳
違
背
不
仕
可
相
守
事
､

1一
､
吉
利
支
丹
宗
門
之
改
､
前
々
よ
り

一
年
に
両
度
宛
申
付
候
通
､
急
度
可
相
改
､

其
内
に
も
無
心
元
儀
有
之
者
､
早
々
町
奉
行
所
へ
可
申
出
候
事
､

五
人
組
之
事

21
'
町
人
以
前
よ
り
相
定
候
通
､
五
人
組
を
定
､
互
二
自
他
相
改
家
主
下
々
共
非
分

無
道
無
之
様
可
仕
候
'
若
五
人
組
の
内
不
屈
之
者
有
之
者
'
五
人
組
加
異
見
を
不

及
了
簡
候
は
､
年
寄

･
名
主
相
談
の
上
に
町
奉
行
所
へ
可
申
断
事
､

31
'
五
人
組
之
内
他
所
へ
罷
越
､

一
夜
相
泊
候
共
､
五
人
組
へ
相
断
可
罷
越
候
､
尤

所
を
替
､
他
国
へ
罷
出
候
儀
ハ
､
町
奉
行
に
相
断
､
可
任
差
図
事
､

4二

近
年
巡
礼
抜
参
と
号
､
五
人
組
へ
も
不
相
断
罷
出
候
事
有
之
､
向
後
五
人
組
名

主
へ
相
断
可
任
差
図
事
､

5一
､
五
人
組
の
家
内

へ
他
国
之
者
切
々
往
来
､
又
者
由
緒
無
之
輩
与
風
参
居
候
而
隠

居
候
欺
､
或
は
山
伏
･行
者
人
二
忍
候
鉢
の
者
罷
有
候
欺
､
遊
女
等
隠
居
候
者
早
々

町
奉
行

へ
可
申
出
候
､
不
然
候
而
､
御
法
度
相
背
之
者
五
人
組
共
二
迷
惑
可
仕
事
､

エU一
､
従
主
人
構
有
之
者
､
宿
借
申
者
町
奉
行
江
可
受
内
意
候
､
尤
往
来
之
旅
人

一
夜

泊
者
不
苦
候
､
他
国
之
者
･浪
人
等
宿
を
借
り
､
二
･三
日
も
逗
留
仕
候
者
､
早
々

町
奉
行
江
可
申
出
候
､
手
負
又
ハ
あ
や
し
き
者
錐
為

一
宿
を
不
可
借
事
､

7一
､
倍
店
表
裏
共
に
請
人
無
之
者
不
可
借
､
縦
請
人
有
之
者
た
り
と
い
ふ
共
､
不
屈

者
之
様
に
及
ひ
候
者
､
五
人
組
之
仲
間
互
吟
味
可
仕
事
､

.1J一
､
五
人
組
借
店
之
内
､
不
動
家
職
朝
寝
昼
寝
を
い
た
し
､
夜
歩
行
仕
不
屈
之
者
之

ハ
､
親
類
共
へ
申
断
､
急
度
加
異
見
さ
せ
､
不
及
了
簡
候
者
､
町
奉
行
へ
可
申
出

候
事
､

9一
㌧
借
地
之
事
憶
成
請
人
を
取
､
年
季
を
定
､
重
而
違
論
無
之
様
に
可
申
合
候
事
､

0一
'
奉
公
人
拝
領
屋
敷
為
町
人
借
地
仕
候
儀
､
可
為
無
用
事
'



1ヽ-I二

新
規
之
屋
敷
望
之
事
'
町
家
屋
売
買
之
事
井
金
銀
か
り
か
し
'
五
人
組
申
合
'

可
守
町
奉
行
所
之
定
式
事
'

27
'
五
人
組
仲
間
愈
議
之
上
､
其
所
に
勝
れ
て
親
孝
行
成
者

･
芸
能
の
名
人

･
医
柿

之
功
者
等
有
之
者
町
奉
行
迄
可
申
出
事
'

-24-23

可
任
差
図
事
､

､
辻
立

･
門
立
不
可
仕
事
t

t
神
事
祭
礼
軽
可
仕
候
'
附
勧
進

･
操

･
相
撲
等
町
奉
行
之
受
指
図
候
而
可
申
付

ー14.......･._13

旅
篭
屋
之
事
'
定
置
所
之
宿
之
外
可
為
無
用
事
'

於
町
中
召
捕
者
な
と
有
之
時
分
'
役
人
之
外
か
た
-
其
場

へ
不
可
出
会
候
事
'

町
人
作
法
之
事

511
'
毎

朝
家之前
'
道
筋

急
度
掃
除

可仕
候
'

尤五節句
礼
日
者

如作法
道
掃
除
等

二∴
こ

念
入
'

往来
之
礼
者
へ

無
作
法
仕

間数
候
'
往
来
之旅人
者
不
及

申'直
参
之
面
々

亦
若
党
た
り
と
い
ふ
共
､
侍
分
之
者
に
路
次
に
お
ゐ
て
参
合
候
者
'
慮
外
仕
間
敷

候
'
商
売
之
時
分
下
々
迄
無
礼
不
作
法
成
言
葉
中
間
舗
事
'

6一
㌧
町
人
い
か
つ
な
る
鉢
を
い
た
し
'
武
士
に
紛
れ
喧
嘩
･
口
論
を
好
も
の
有
之
者
､

五
人
組
愈
議
之
上
'
町
奉
行
江
可
申
出
事
'

17一
､
常
々
倹
約
を
守
'
衣
類

･
食
物
等
随
分
軽
可
仕
候
'
但
定
た
る
儀
式
祝
儀
事
有

之
時
分

ハ
､
定
式
之
通
応
分
限
振
舞
等
可
仕
候
､
尤
大
酒
乱
酔
等
仕
候
者
'
過
戟

可
申
付
候
'
委
細
町
奉
行
可
受
指
図
事
､

20 -.19-18-22-21

'
嫁
要
之
礼
井
葬
礼
年
忌
法
事
'
分
限
よ
り
軽
可
仕
事
t

､
嫁
安
井
養
子
之
儀
に
付
'
貧
た
る
作
法
不
可
仕
､
尤
妻
女
令
離
別
候
者
其
妻
之

金
銀
衣
類
等
早
速
可
戻
事
t

t
町
人
屋
作
之
事
'
不
応
其
身
儀
仕
間
敷
候
'
但
通
り
町
並
之
儀
者
町
奉
行
の
受

指
図
可
作
之
事
t

t
博
葵
井
賭
之
諸
勝
負
仕
間
敷
事
､

'
町
人
之
手
前
に
諸
浪
人
拘
置

へ
か
ら
す
､
但
由
緒
有
之
も
の
ハ
町
奉
行
江
相
断

事
､

5I)二

弘
前
惣
構
之
内
木
草
井
俵
物
等
馬
に
付
､
中
乗
仕
通
間
敷
事
､

遺
構
之
事

621
､
道
橋
往
来
之
妨
旅
人
之
迷
惑
可
仕
処
､
常
々
掃
除
可
申
付
'
五
人
組
計
に
而
不

相
叶
候
者
'
其

7
町
中
合
可
動
之
'
其

1
町
に
而
不
罷
成
所
者
'
町
奉
行
江
可
申

断
事
'

72二

大
雨
長
雨
之
時
分

ハ
水
や
り
を
見
届
'
水
湛
不
申
様

二
可
仕
候
､
道
之
ぬ
か
り

候
所
者
五
人
組
申
合
候
両
道
を
作
り
'
往
来
之
者
迷
惑
不
仕
候
様
可
致
事
'

82二

大
雨
洪
水
之
時
分
､
小
橋
落
不
申
候
様
土
俵
石
を
置
'
堅
可
申
候
､
橋
浮
立
候

而
流
可
申
候
者
'
申
合
'
橋
を
繋
留
可
申
候
'
五
人
組
計
に
不
限
､
其
所
近
き

一
･

二
町
之
間
申
ふ
ら
し
､
右
之
通
に
可
仕
候
事
'

92一
㌧
路
次
中
倒
れ
者
'
酒
狂
者

･
乱
気
者

･
急
病
人
有
之
者
'
御
足
之
高
札
之
通
可

仕
事
'

0ll二

於
路
次
非
人

･
乞
食
等
'
妨
往
来
'
不
作
法
不
仕
候
様
に
可
申
付
事
､

31

(尤
)

一
㌧
木
戸
有
之
所
者
'
朝
夕
之
立
明
可
入
念
'
最

盗

人
等
有
之
者
'
合
図
次
第
早
逮

木
戸
を
相
改
可
申
候
'
若
木
戸
柵
損
申
候
者
'
定
之
通
修
復
可
仕
候
事
､

伝
馬
馬
次
駄
賃
銭
人
足
諸
役
之
事

23
右
高
札
に
具
に
出
候
､
可
守
其
旨
､
諸
役
儀

･
役
銀
等
従
以
前
相
定
候
通
急
度
可

相
勤
､
但
年
収
よ
り
町
中
迷
惑
仕
事
者
町
奉
行
迄
其
旨
可
申
断
事
､

商
売
物
之
事



331
'
諸
色

1
所
に
買
置
､
〆
売
仕
間
舗
候
､
尤
申
合
候
而
諸
色
高
直
に
仕
候
事
､
井

諸
職
人
作
料

･
手
間
賃
申
合
高
直
に
不
可
仕
事
､

-36-35_..ー34

丈
尺
舛
秤
､
御
公
儀
御
定
之
通
私
之
器
を
拓
申
候
者
可
為
罪
科
事
､

布
木
綿
綱
船
幅
長
､
御
公
儀
之
御
作
法
之
通
可
相
守
事
､

跳
者
諸
色
請
取
置
候
者
､
日
限
之
通
精
を
出
可
令
出
来
､
若
不
仕
候
而
中
延
候

者
可
為
曲
事
事
､

731
､
往
来
之
旅
人
江
商
売
之
事
他
国
之
も
の
た
り
と
い
ふ
共
有
様
に
申
候
両
売
可
申

候
､
必
高
利
を
取
中
間
敷
事
､

83一
､
買
手
金
銀
計
目
の
違
ヒ
定
よ
り
過
分
二
出
候
欺
､
金
銀
銭
失
念
仕
､
其
処
に
残

置
候
者
早
々
共
著
を
尋
可
遣
候
､
先
之
者
知
れ
不
申
候
者
､
五
人
組
中
断
'
其
上

に
町
奉
行
へ
可
申
出
事
､

93一
､
相
定
所
之
諸
運
上
之
外
､
所
々
者
迷
惑
仕
儀
候

ハ
ハ
町
奉
行
迄
可
申
出
事
､

04一
､
御
定
之
御
印
之
外
､
町
人
密
々
に
百
姓
申
合
､
鳥
獣
を
盗
取
候
事
､
尤
所
に
て

売
買
致
し
､
又
ハ
他
国
へ
遺
し
候
儀
堅
可
為
罪
科
､
左
様
之
儀
脇
々
よ
り
訴
人
有

之
者
､
其
身

ハ
不
及
申
､
五
人
組
迄
御
か
～
り
可
被
成
候
事
､

4一
､
於
途
中
衣
服

･
刀
脇
指
其
外
､
怪
敷
も
の
売
買
仕
間
敷
候
事
､

失
火
之
事

-50-49-48-47

可
為
曲
事
夏
､

､
操
消
申
事
不
罷
成
候
者
､
火
消
之
役
人
走
付
候
迄
者
其
場
を
立
退
中
間
敷
候
事
､

役
人
参
候
以
後
者
､
自
余
之
輩

一
切
不
可
馳
集
事
､

､
火
之
場
へ
参
候
著
者
､
親
子

･
兄
弟

･
男

･
聾

･
小
勇

･
祖
父

･
孫

･
伯
父

･

甥

･
従
弟
井
其
町
人
の
下
人
の
外
､
出
合
儀

1
切
仕
間
数
事
､

公
事
之
事

､
町
人
出
入
沙
汰
之
儀
者
五
人
組
能
々
下
に
而
取
扱
､
無
事
に
可
仕
候
事
､

､
公
事
人

･
老
人

･
若
輩

･
憶
成
病
人
之
外
､
介
副
之
も
の
無
用
之
事
､

､
屋
敷
堺
論
五
人
組
は
不
及
申
､

1
町
之
者
出
合
可
為
証
拠
次
第
事
､

､
町
人
其
身
之
下
人
与
出
合
之
事
､
下
人
主
従
之
礼
を
不
存
､
尤
可
為
非
分
､
但

-43-42
ヽ ヽ

町
々
常
々
火
の
用
心
堅
仕
､
昼
夜
之
番
夜
廻
相
定
之
通
､
急
度
可
相
勤
事
､

五
人
組
互
に
相
改
､
火
之
用
心
無
沙
汰
に
仕
候
者
は
町
奉
行
へ
可
中
断
､
尤
風

44

有
之
時
分
､
家
主
昼
夜

二
不
限
家
之
廻
見
廻
り
可
申
候
､
む
さ
と
紙
燭
を
と
も
し
､

其
外
火
を
無
沙
汰
に
仕
間
敷
事
､

､
出
火
之
節
見
付

･
聞
付
次
第
に
も
ミ
け
し
可
申
候
､
其
場
に
よ
り
､
出
精
候
輩

に
は
御
褒
美
可
被
下
候
､
尤
自
分
之
道
具
か
ま
ひ
早
速
出
火
之
場
へ
不
出
合
輩

ハ
､

主
人
段
々
不
屈
有
之
､

1L7
,
叫
町
人
其
身
の
下
人
と
出
会
の
事
､

公
儀
は
不
及
申
､
町
中
へ
対
し
不
可
然
事
有
之
者

ハ
格
別
の
事
､

25二

謀
判

･
似
せ
手
形
等
可
為
死
罪
､
憶
成
証
文

･
証
拠
等
有
之
儀
不
存
知
､
申
掠

候
著
者
其
五
人
組
能
々
吟
味
可
仕
候
､
若
五
人
組
其
様
子
存
知
候
而

一
味
仕
､
公

事
仕
せ
候

ハ
本
人
よ
り
可
為
重
科
事
､

53一
､
御
法
度
之
事
訴
人
申
出
候
者
､
錐
為
同
類
答
を
赦
､
御
褒
美
可
被
下
事
､

父
子
之
事

45一
､
親
之
申
付
を
不
承
､
五
人
組
之
異
見
を
不
用
候
倖

ハ
仲
間
に
而
愈
議
之
上
､
町

奉
行
所
へ
申
出
､
可
受
指
図
､
若
右
之
段
､
親
へ
遺
恨
を
存
候
俸

ハ
可
為
死
罪
事
､

55一
､
町
人
の
倖
口
論
不
及
沙
汰
､
双
方
親
共
へ
急
度
可
加
制
止
､
若
親
共
互
に
申
募
､

言
分
仕
候
者
可
為
曲
事
蔓
､

65一
､
幼
少
之
世
倖
刀
傷
人
殺
之
事
不
存
寄
怪
我
二
候
者
､
幼
少
之
者
不
及
是
非
､
十



三
歳
以
上
者
是
又
可
為
死
罪
事
､

57二

父
子
之
出
入
､
五
人
組
取
扱
候
而
可
任
親
所
存
､
但
親
之
仕
方
重
々
非
分
有
之

者
､
五
人
組
愈
議
之
上
､
親
又
可
為
曲
事
事
､

851
'
親
之
杏
子
に
懸
事
勿
論
也
､
子
之
答
は
不
可
懸
親
､
但
於
大
罪
者
可
為
格
別
事
､

跡
式
之
事

957
'
町
人
諸
職
人
共
惣
領
に
跡
式
可
申
付
､
若
所
存
有
之
者
存
命
之
内
五
人
組
へ
相

ー68-67-66

欠
落
者
之
諸
人
答
之
軽
重
に
随
､
手
形
証
文
二
随
､
急
度
可
相
守
事
､

先
主
の
構
有
之
者
､
欠
落
者
､

一
切
不
可
拘
､
若
乍
存
拘
置
者
可
為
曲
事
､

町
人
奉
公
人
之
請
に
立
候
者
､
宗
門
を
改
､
下
請
を
憶
に
と
り
､
請
人
に
立
可

60

断
可
申
候
､
尤
養
子
の
儀
前
方
五
人
組
相
談
之
上
､
年
寄
･名
主
迄
相
断
可
申
候
､

若
日
頃
断
置
候
共
､
其
子
細
不
屈
之
儀
有
之
､
跡
式
道
中
間
数
候
も
の
､
是
前
方

可
中
断
､
及
末
期
筋
目
違
た
る
遺
言
申
立
間
数
事
､

､
遺
物
配
分
之
事
､
其
身
存
命
之
内
五
人
組
へ
中
断
可
置
候
､
金
銀
財
宝

･
家
屋

敷
等
者
証
文
載
可
申
候
､
縦

一
類
た
り
共
存
命
之
内
不
申
届
候
両
､
死
後
之
心
入

不
可
用
事
､

､
男
存
命
之
内
老
年
に
お
よ
ひ
､
養
子
之
沙
汰
不
仕
候
而
末
期
に
相
続
之
者
無
之

者
､
後
家

ハ
不
及
申
､
五
人
組
可
為
曲
事
､
但
子
細
有
之
而
相
続
之
子
無
之
､
家

屋
敷

･
家
財
後
家
令
支
配
者
､
五
人
組
相
談
之
上
､
男
之

一
類
養
子
た
る
へ
し
､

然
に
左
様
之
所
無
之
､
無
程
無
作
法
出
来
､
又
者
再
嫁
等
之
儀
可
為
曲
事
豆
､

､
後
家
分
之
家
財
遺
物
､
兼
日
五
人
組
に
可
中
断
事
､
若
親
類
に
不
譲
､
師
壇
と

名
付
､
芳
寺
方

･
出
家

へ
過
分
に
遣
事
不
可
然
事
､

申
事
､

q一6二

人
之
売
買
高
札
之
通
堅
御
制
禁
之
事
､

喧
嘩
之
事

07一
､
町
人
共
喧
嘩
口
論
堅
仕
間
舗
候
､
若
仕
出
候

ハ
､
､
其
処
之
五
人
組
出
合
取
級

可
申
候
､
若
死
人
有
之
者
､
不
論
理
非
相
手
可
為
死
罪
､

一
方
逐
電
仕
候
者
､
請

人
五
人
組
尋
出
し
可
申
事
､

17一
､
往
来
之
輩
町
中
に
て
喧
嘩
有
之
ハ
､
双
方
立
退
不
申
候
様
に
仕
､
早
々
町
奉
行

へ
可
中
断
事
､

271
'
往
来
之
旅
人
町
人
与
口
論
等
令
出
来
者
､
所
之
者
早
出
合
取
扱
無
事
に
可
仕
候

事
､

37二

辻
切

･
敵
討
等
有
之
者
､
是
又
相
手
退
不
申
候
様
に
可
仕
候
､
討
れ
候
者
之
死

骸
等
者
如
作
法
引
散
不
申
片
付
置
､
可
待
町
奉
行
之
指
図
事
､

47二

家
中
之
下
々
喧
嘩
之
上
､
町
屋
へ
駈
込
候
者
有
之
者
､
不
取
込
様
に
仕
､
主
人

よ
り
付
届
次
第
返
可
申
事
､

奉
公
人
之
事

361
'
町
人
下
々
を
召
仕
事
､
尤
請
人
可
有
之
､
請
人
無
之
ハ
不
可
拘
置
候
､
奉
公
人

出
菅
は
､
御
公
儀
御
法
度
之
通
可
為
三
月
五
日
事
､

77 -76-75

-65-64

年
季
之
事
､
御
公
儀
御
法
度
之
通
不
可
過
十
ヶ
年
､
尤

一
季
居
法
度
之
事
､

奉
公
人
召
置
候
者
不
限
男
女
､
宗
旨
承
届
､
寺
手
形
急
度
取
置
可
申
事
､

､
親
を
殺
､
主
人
を
殺
候
者
､
火
を
付
候
輩
､
従
類
迄
可
為
死
罪
事
､

､
妻
敵
之
事
､
其
所
に
て
討
留
候
者
､
不
可
有
子
細
､
其
外
証
拠
不
分
明
者
窄
整

之
上
､
男
女
同
罪
之
事
､

､
徒
党
之
事
､
如
何
様
の
訴
訟
中
上
候
共
､
結
徒
党
中
間
敷
候
､
若
結
徒
党
候
者

訴
訟
之
不
理
非
に
､
或

一
同
或
党
取
之
者
可
処
罪
科
事
､

､
借
物
質
物
之
事
､
借
物
ハ
可
為
証
文
次
第
､
質
物
之
儀
能
々
相
改
､
憧
成
物
は



可
取
置
､
若
盗
物
等
有
之
者
如
作
法
可
仕
事
､

(仰
カ
)

'
落
書
之
事
堅
不
可
仕
候
､
錐
為
幼
少
之
者
､
風
説
落
書
等
持
扱
作
出
候
者
可
為

曲
事
吏
'

右
之
段
､
従
以
前
年
々
錐
申
付
来
候
､
今
度
就
御
代
替
､
弥
如
此
申
渡
候
之
間
～

諸
事
入
念
可
相
守
者
也
'

延
宝
九
年
辛
酉
正
月
廿

一
日

(傍
註
筆
者
)

以
上
､
こ
の
法
度
は
項
目
に
し
て
､
｢五
人
組
之
事
｣
｢町
人
作
法
之
事
｣

｢道
橋
之

事
｣
｢伝
馬
馬
次
駄
賃
銭
人
足
諸
役
之
事
｣
｢商
売
物
之
事
｣
｢失
火
之
事
｣

｢公
事
之

事
｣
｢父
子
之
事
｣
｢跡
式
之
事
｣

｢奉
公
人
之
事
｣
｢喧
嘩
之
事
｣

の
十

一
項
目
か
ら

な
り
､
合
計
七
十
九
ヵ
条
で
あ
る
｡

制
定
さ
れ
た
時
期
は
'
弘
前
城
下
の
形
成
と
い
う
面
か
ら
見
る
と
､
町
割
り
の
紘

(5
)

大
と
共
に
城
下
の
整
備
が
進
ん
で
き
た
段
階
に
あ
た
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
｡

(6
)

(7)

ま
た
､
こ
の
法
度
は
農
民
に
対
す
る
｢農
民
法
度
｣
寺
社
に
対
す
る
｢寺
社
法
度
｣

(寺
院
法
度
と
も
)
と
同
年
月
日
に
制
定
さ
れ
た
こ
と
と
考
え
合
せ
る
と
､
四
代
藩

主
津
軽
信
政
の
藩
政
確
立
期
の
所
産
で
あ
り
､
町
人
統
制
の
基
礎
と
な
る
基
本
法
と

も
い
う
べ
き
重
要
な
法
令
で
あ
る
｡

(8)

次
に
衣
食
住
を
中
心
と
す
る
法
令
を
見
て
み
た
い
｡
｢弘
前
藩
庁
日
記
｣

寛
政
二
年

二
月
十

一
日
の
条
に
左
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

一
㌧
弘
前
町
奉
行
青
森
町
奉
行

･
鯵
ヶ
沢
町
奉
行
江
於
時
計
之
間
相
渡
候
書
付
左
之

通
､

覚

町
在
清
々
之
者
共
､
近
年
緩

二
罷
成
体
及
増
長
､
分
限
不
相
応
之
着
服
､
猿

二

着
服
致
候
様
相
聞
得
不
屈
之
至

二
候
'
是
迄
者
心
得
違
茂
有
之
哉

二
候
間
御
用

捨
を
被
加
候
､
惣
而
郷
役
村
役

二
相
拘
候
御
用
等
相
勤
候
儀
者
､
兎
哉
角
難
渋

之
旨
申
出
､
御
取
扱

二
相
成
候
､
下
々
之
者
与
乍
申
心
得
違
之
至
二
候
､
自
分

銘
々
婚
儀
等
相
整
候
節
者
､
上
を
不
博
善
美
を
尽
し
候
致
方
有
之
旨
粗
相
聞
得

不
将
之
至

二
候
'
凶
年
後
別
而
難
渋
之
時
合

二
付
､

一
統
質
素
い
た
し
､
無
用

之
費
茂
無
之
候

ハ
ハ
､
自
然
与
手
繰
茂
行
届
､
町
役

二
相
拘
り
候
御
用
等
者
無

遅
滞
相
勤
可
申
事

二
候
､
分
而
妻
子
共
儀
著
者
増
長
致
し
､
唯
外
聞
を
而
己
心

懸
ケ
'
町
家
之
本
意
を
失
ひ
､
無
益
之
費
有
之
旨
相
聞
得
候
､
必
貴
婦
人
之
著

際
限
茂
無
之
所
よ
り
内
々
不
取
〆
不
手
繰
に
相
成
へ
且
者
御
用
方
相
勤
候

二
茂

不
時
之
御
取
扱

二
茂
罷
成
候
儀
共
数
多
有
之
候
､
向
後
心
得
違
之
者
無
之
様
､

此
度
美
服
之
儀
御
改
被
仰
付
候
通
'
以
来
急
度
可
相
噂
候
､

吉
凶
之
出
会
等

二
至
迄
､
大
惣
之
規
式
構
敷
儀
共
有
之
旨
相
聞
得
候
､
都
而
平

生
出
会
者
勿
論
婚
姻
等
其
外
仏
事
等
に
至
迄
､

一
汁
二
葉
不
可
過
之
､
随
分
倹

約
を
加
へ
､
移
構
敷
儀
決
而
無
之
様
､
町
々

一
統
申
合
､
町
役

二
而
茂
此
上
精
々

沙
汰
之
上
制
法
差
立
急
度
不
取
戻
候
様
'
厳
重

二
致
候
様
申
付
候
､

一
､
遊
山
芝
居
等
江
罷
越
候
而
茂
無
用
之
器
物
等
持
は
こ
ひ
料
理
構
敷
仕
向
有
之

様
相
聞
得
候
､
向
後
右
鉢
之
儀
無
之
様
､
自
分
銘
々
手
軽
ク
致
し
､
目
立
不
申

候
様
申
付
候
､
弘
前
井
在
々
浜
々
之
者
共
湯
治
先
等

二
而
右
厳
重
之
被
仰
付
を

急
度
相
守
､
美
服
等
不
致
候
様
申
付
候
､
町
々
惣
而
近
年
家
具
井
酒
器
等
甚
以

美
麗
之
諸
道
異
数
通
り
持
合
候
而
､
平
林
之
出
会
等

二
茂
結
構
之
道
具
を
相
用

ひ
'
以
之
外
書
移
之
風
俗

二
相
成
'
銘
々
身
上
相
身
分
を
茂
不
相
弁
致
方
等
茂

間
々
有
之
旨
相
聞
得
候
‥
依
而
此
度
書
体
之
風
儀
急
度
御
改
被
仰
付
候
間
'
是

迄
持
合
之
者
た
り
共
平
林
客
対
等

二
茂
､
右
結
構
之
器
物
決
而
而
此
末
不
相
用

候
様
厳
敷
被
仰
付
候
､
右
之
通
急
度
可
被
申
付
候
､

6



成
二
月

覚

御
用
達
井
名
主
役
之
者
､
御
目
見
席
江
罷
出
候
諸
役
人
､
尤
当
時
御
目
見
無
之

共
､
前
々
御
用
方
茂
相
勤
候
家
柄
之
者
､
惣
而
当
時
身
上
柄
大
家
之
者
之
分
者
､

下
着
小
袖
着
用
御
用
捨
被
仰
付
候
､乍
然
目
立
候
衣
服
者
急
度
御
停
止
被
仰
付
､

網
紬
太
織
等
者
相
用
､
右
之
外
妻
子
共
迄
着
用
不
致
候
様
申
付
候
､

但
上
着
之
儀
者
､
木
綿
之
外
紬
た
り
共
決
而
着
用
無
用
申
付
候
､

二

上
着
木
綿
之
儀
者
､
男
女
と
も
決
而
絹
裏
相
用
不
申
候
様
､
表
裏
共
木
綿
着

用
候
様
､
右
之
外
諸
町
人
之
儀
者
､
男
女

一
統
綿
類
決
而
着
用
不
致
外
様
申
付

候
､

l
､
下
着
小
学
袖
御
用
捨
之
者
之
妻
子
と
も
､
小
袖
裏
網
額
二
相
用
不
申
様
､
以

来
品
々
左
之
通
急
度
停
止
申
付
候
､

浅
黄
網
紫
網
桔
梗
色
藤
色
桃
色
井
模
様
等
有
之
網
裏
者
紛
敷
候
二
付
停
止
中

付
候
､
紅
裏
之
儀
者
御
用
捨
被
仰
付
候
間
､
結
構
之
品
者
不
相
用
候
様
､

惣
而
下
着
小
袖
着
用
致
候
共
､
何
色
に
て
茂
無
垢
小
袖
着
用
無
用
致
候
様
､
女

帯
腰
帯
等
迄
近
年
至
極
著
修
二
罷
成
､
種
々
之
織
物
を
相
用
ひ
候
､
是
又
以
来

被
子
清
子
競
拍
紗
綾
之
外
腰
帯
迄
右
準
候
様
､
此
外
決
而
相
用
不
申
候
様
こ
､

是
迄
結
構
之
品
持
合
候
共
､
着
用
之
儀
是
又
身
上
柄
之
外
着
用
停
止
中
付
候
､

但
御
用
方
相
勤
候
諸
町
人
之
儀

ハ
是
迄
之
通
､

一
､
仲
買
井
日
雇
渡
世
之
者
､
羽
織
着
用
無
用
申
付
候
､
右
者
以
来
町
家
之
も
の

と
も
着
服
御
定
被
仰
付
候
間
､
全
心
得
違
無
之
､
往
々
右
之
通
相
守
､
猶
又
町

役
に
両
も
無
怠
吟
味
致
候
様
､

右
之
通
被
仰
付
候
間
､
此
旨
急
度
可
被
申
付
候
､
以
上
､

成
二
月

(下
略
)

右
に
よ
れ
ば
､
前
半
の

｢覚
｣
は
衣
食
を
中
心
と
し
た
内
容
の
質
素
倹
約
令
で
､

後
半
の

｢覚
｣
は
上
は
御
用
達
か
ら
下
は
日
雇
ま
で
に
わ
た
る
､
よ
り
細
か
な
衣
服

倹
約
令
と
な
っ
て
い
る
｡
｢下
略
｣
の
部
分
の
中
に
農
民
に
対
す
る
倹
約
令
が
あ
る
｡

｢日
記
｣
同
年
二
月
二
十
九
日
の
条
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
見
え
る
｡

(9
)

(上
略
)

一
､
町
中
惣
名
主
申
出
候
､

覚

◎
御
用
達
町
人

1
'
上
着
表
木
綿
裏
網
､

一
､
下
着
郡
内
嶋
､

一
､
綿
入
羽
織
小
紋
細
井
紬
嶋
､

一
､
袷
羽
織
小
紋
兜
羅
綿
綿
呉
昌
､

一
､
夏
羽
織
小
紋
縮
緬
井
網
羽
織
､

点
羽上
着
之
儀
､
年
頭
計
網
裏
御
免
被
仰
付
度
奉
存
候
､
郡
内
嶋
之
儀
､
嶋
柄
冒

立
不
申
品
御
免
被
仰
付
度
奉
存
候
､

小
紋
細
井
抽
嶋
之
儀
者
､
御
差
留
可
被
仰
付
哉
､

兜
羅
綿
綿
呉
昌
計
御
免
被
仰
付
度
奉
存
候
､

◎
町
々
名
主
井
御
目
見
席
江
罷
出
候
町
人
旧
家
之
部
､

一
､
上
着
表
裏
共
木
綿
､

一
､
下
着
郡
内
嶋
､



一
㌧
袷
羽
織
綿
呉
昌
兜
羅
綿
之
類
､

一
､
綿
入
羽
織
綿
呉
昌
井
木
綿
､

一
､
夏
羽
織
小
紋
縮
緬
井
綱
'

点
羽上
着
之
儀
者
､
申
出
之
通
被
仰
付
候
様
'

1
'
郡
内
嶋
之
儀
者
､
御
免
被
仰
付
度
奉
存
候
､

一
､
袷
羽
織
之
儀
者
､
申
出
之
通
被
仰
付
度
奉
存
候
'

一
､
縮
緬
夏
羽
織
者
御
差
留
被
仰
付
度
奉
存
候
､

◎
町
々
大
家
之
者
井
御
用
掛
町
人
､

一
､
上
着
表
裏
共
木
綿
､

一
､
下
着
染
綱
'

一
､
綿
入
羽
織
絵
羽
織
共
木
綿
'

一
､
夏
羽
織
網
､

点
羽此
田
口
申
出
之
通
被
仰
付
候
様
､

◎
綿
服

二
而
上
下
御
免
之
者
､

一
､
綿
入
羽
織
絵
羽
織
共
木
綿
､

一
､
夏
羽
織
布
､

点
羽但
大
家
番
頭
之
も
の
右
二
準
候
様
､

◎
右
以
下
金
売
仲
買
井
右
準
候
小
商
人
､

1
'
羽
織
袴
御
免
､
尤
右
之
者
共
婚
姻
亦
は
不
幸
之
節
者
､
亭
主
分
之
者
上
下
御

免
､

点
羽羽
織
之
儀
御
免
被
仰
付
候
様
'
袴
之
儀
御
用
二
而
御
役
所
廻
町
年
寄
宅
江
相

詰
候
節
者
､
袴
着
用
仕
候
様
､

1
､
婚
姻
亦
者
不
幸
等
之
節
者
､
大
礼
之
儀

二
付
､
上
下
着
用
之
儀
者
､
申
出

之
通
御
免
被
仰
付
度
奉
存
候
､

◎
右
以
下
小
売
仲
買
取
売
触
売
商
売
之
者
､

1
'
年
始
羽
織
御
免
､

点
羽此
ヶ
条
申
出
之
通
被
仰
付
度
奉
存
候
､

右
以
下
之
者

一
統
羽
織
御
差
留
､

一
､
男
女
子
供
之
儀
拾
歳
位
迄
縮
緬
帯
'

点
羽幼
少
之
内
申
出
之
通
御
免
可
被
仰
付
哉
､

一
､
老
女
之
分
､
粒
子
等
之
類
模
様
付
相
成
不
申
候
間
､
縮
緬
帯
右
者
下
着
御
免

之
者
之
妻
子
､

点
羽此
申
出
黒
萌
黄
等
者
御
免
可
被
仰
付
候
哉
､

一
､
縮
み
緬
腰
帯
之
儀
者
､
老
若
共
綿
服
上
下
御
免
之
者
共
妻
子
迄
､

点
羽此
ヶ
条
申
出
之
通
御
免
可
被
仰
付
候
様
､

右
二
付
'
三
奉
行
申
出
候
者
､
此
度
町
在
之
者
共
着
服
物
御
走
被
仰
付
候

二
付
､

諸
組
代
官
井
当
町
名
主
共
よ
り
之
別
紙
両
通
両
奉
行

二
而
点
羽
付

二
而
申
出

候
､
右
之
内
兜
羅
綿
綿
呉
昌
和
織
相
用
､
凡
而
渡
物
者
堅
着
用
不
致
候
様
､
其



外
両
奉
行
点
羽
之
通
被
仰
付
様
奉
存
候
､
此
段
中
上
旨
申
出
之
､
沙
汰
之
適
中

付
旨
中
道
之
書
付
三
奉
行
江
中
道
之
､

(◎
印
筆
者
)

こ
の
二
月
二
十
九
日
の
条
の
衣
に
つ
い
て
の
倹
約
令
は
､
前
者
即
ち
二
月
十

一
日

の
条
よ
り
詳
細
で
あ
り
､
し
か
も
同
月
に
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
両
者
の
規
定
は

潔
-
関
り
の
あ
る

1
連
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

既
に
述
べ
た
延
宝
九
年
の

｢町
人
法
度
｣
の
制
定
後
か
ら
寛
政
二
年
二
月
迄
に
､

町
人
を
対
象
と
す
る
衣
食
等
に
つ
い
て
の
簡
単
な
倹
約
令
は
､
｢日
記
｣
元
禄
八
年
九

月
二
十
三
日
の
条
､
享
保
十

1
年
十
二
月
二
十
八
日
の
条
､
明
和
六
年
二
月
十
六
日

の
条
等
々
､
出
さ
れ
て
は
い
る
｡
藩
財
政
の
窮
乏
に
よ
る
藩
士
を
対
象
と
し
た
衣
食

住
を
中
心
と
す
る
寛
政
二
年
以
前
に
出
さ
れ
た
倹
約
令
は
､
詳
細
な
も
の
､
簡
略
な

(10
)

も
の
を
含
め
て
再
三
出
さ
れ
て
い
る
｡
納
税
の
徹
底
化
を
は
か
っ
て
､
農
民
に
対
す

(;
)

る
倹
約
令
も
､
藩
士
と
同
様
に
出
さ
れ
た
回
数
は
多
い
｡

か
-
て
､
町
人
を
対
象
と
し
た
詳
細
な
衣
の
規
制
を
中
心
と
す
る
倹
約
令
が
､
延

宝
九
年
か
ら

1
0
0
年
余
も
経
過
し
た
寛
政
二
年
に
出
さ
れ
た
こ
と
は
､
重
要
な
意

味
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
､
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
｡
そ
れ
に
つ
い
て
関
係
部
分

を
左
に
示
そ
う
｡

3砺
E

｢日
記
｣
享
和
三
年
八
月
七
日
の
条
に
､

寛
政
二
成
年
町
在
滴
々
之
者
共
著
及
増
長
､
分
限
不
相
応
之
衣
類
袈

二
着
用
致

候
二
付
､
其
節
書
付
を
以
厳
敷
島
服
着
候
儀
申
付
候
処

(下
略
)､

と
あ
り
､
｢
日
記
｣文
化
四
年
十
二
月
十
五
日
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

(上
略
)
右
御
足
之
趣

二
相
反
し
不
申
候
様
､
其
外
之
儀
も
諸
事
寛
政
二
成
年

二
月
被
仰
付
候
通
､

一
切
著
構
敷
儀
無
之
様
厳
敷
可
申
付
候
､

十
二
月

前
者
の
享
和
三
年
八
月
七
日
の
条
は
､
農
民

･
町
人
宛
に
出
さ
れ
た
衣
食
住
に
つ

い
て
の
倹
約
令
で
あ
り
､
後
者
の
文
化
四
年
十
二
月
十
五
日
の
条
は
､
藩
士
･農
民
･

町
人

･
寺
社
宛

(上
略
の
部
分
に
記
さ
れ
て
い
る
)
の
衣
食
等
に
つ
い
て
の
倹
約
令

で
あ
る
｡
こ
の
両
者
に
寛
政
二
年
二
月
十

一
日
の
条
の
倹
約
令

(二
十
九
日
の
条
で

は
な
-
､
十

1
日
の
条
を
意
味
す
る
と
考
え
る
理
由
は
第
二
章
‖
参
照
)
が
引
用
さ

れ
て
い
る
の
は
､
文
化
四
年
段
階
ま
で
は
こ
の
規
定
が

一
つ
の
基
準
に
な
っ
て
い
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
､
主
要
法
令
で
あ
る
と
考
え
た
い
｡
さ
ら
に
､
そ
の
後
に
出
さ

れ
た
倹
約
令
の
分
析
に
よ
っ
て
も
､
十

一
日
の
条
の
倹
約
令
が
基
準
に
な
っ
て
い
る

と
推
定
で
き
る

(第
二
章
H
参
照
)0

ま
た
､
こ
の
寛
政
二
年
二
月
十

一
日
の
条
は
､
藩
財
政
の
窮
乏
に
よ
る
藩
士
の
生

活
困
窮
に
対
し
､
逆
に
次
第
に
経
済
的
実
力
を
も
つ
に
至
っ
た
町
人
の
書
体
を
抑
え

る
た
め
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
れ
は
封
建
社
会
に
於
け
る

身
分
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡

寛
政
二
年
の
倹
約
令
以
後
､
幕
末
ま
で
に
出
さ
れ
た
衣
食
住
を
中
心
と
す
る
法
令

を
拾
っ
て
み
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
｡
｢日
記
｣
享
和
三
年
七
月
十
二
日
の
条

(衣
食

住
､
藩
士
対
象
)
と

｢
日
記
｣
享
和
三
年
八
月
七
日
の
条

(衣
食
住
､
農
民

･
町
人

対
象
)
に
見
え
る
両
規
定
は
､
そ
れ
ぞ
れ
対
象
が
異
な
る
の
で
､
そ
の
規
定
内
容
も

異
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
､
ほ
ぼ
同
時
期
の
領
内
支
配
の
た
め
に
出
さ
れ
た

一

(13
)

セ
ッ
ト
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

そ
の
ほ
か
に

｢日
記
｣
文
化
四
年
十
二
月
十
五
日
の
条

(衣
食
そ
の
他
､
藩
士

･

農
民
･町
人
対
象
)､
同
八
年
九
月

一
日
の
条

(衣
食
住
そ
の
他
､
士
･農
･町
対
象
)､

文
政
十
年
十
二
月
二
十
八
日
の
条

(衣
食
そ
の
他
､
士
･
農
･
町
対
象
)､
天
保
十
二

年
十
二
月
二
十
九
日
の
条
(衣
そ
の
他

=
士
対
象
､
衣
食
住
そ
の
他
=
農
･町
対
象
)､

9



弘
化
三
年
三
月
二
十
七
日
の
条

(衣

･
家
業

･
商
売
そ
の
他

=
町
対
象
､
衣
食
住
そ

の
他

=
農
対
象
)'
嘉
永
六
年
十
二
月
十

一
日
の
条

(食
そ
の
他
､
士
対
象
)､
同
年

十
二
月
十
七
日
の
条

(衣
食
そ
の
他
､
農
･町
対
象
)'
同
七
年

一
月
二
十
四
日
の
条

(食
そ
の
他
'
士
対
象
､
同
六
年
十
二
月
十

一
日
の
条
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
)
で
あ
る
｡

最
後
の
嘉
永
六
年
の
両
規
定
は
享
和
三
年
の
も
の
と
同
様

一
セ
ッ
ト
と
み
て
よ
い
と

思
わ
れ
る
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
､
寛
政
二
年
､
享
和
三
年
八
月
､
文
化
四
年
､
同
八
年
に
出
さ

れ
た
も
の
は
､
津
軽
藩
の
寛
政
改
革

(天
明
四
年
～
文
政
八
年
)
の
一
環
と
し
て
の
､

町
人
に
対
す
る
著
修
を
抑
制
す
る
た
め
の
倹
約
令
で
あ
っ
た
｡
そ
れ
は
階
級
社
会
に

於
け
る
身
分
秩
序
維
持
の
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
さ
ら
に
天
保
十
二
年
'

弘
化
三
年
､
嘉
永
六

･
七
年
に
出
さ
れ
た
も
の
は
､
天
保
十
年
に
始
ま
る
津
軽
藩
の

天
保
改
革
の

1
環
と
し
て
の
倹
約
令
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
O

こ
れ
ま
で
指
摘
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
年
に
出
さ
れ
た
生
活
規
制
に
は
､
衣

･
食

･
住

の
す
べ
て
に
つ
い
て
の
規
定
が
常
に
揃

っ
て
は
い
な
い
が
､
衣
が
食
と
住
に
対
す
る

よ
り
も
詳
細
で
あ
る
こ
と
は
'
藩
士

･
農
民

･
町
人
宛
共
に
共
通
し
て
い
る
｡

食
に
つ
い
て
は
､
具
体
的
に
料
理
の
内
容
が
時
と
場
所
に
関
係
な
-
目
に
見
え
る

と
い
う
わ
け
に
は
行
か
ず
､
食
事
の
規
制
で
は
身
分
を
区
別
し
が
た
い
点
が
あ
る
0

住
は
弘
前
城
下
に
於
い
て
は
､
町
屋
と
侍
町
と
が
分
か
れ
て
お
り
､
身
分
不
相
応

の
家
屋
を
造

っ
た
と
し
て
も
翌
日
す
ぐ
改
築
な
ど
変
更
で
き
ず
､
身
分
秩
序
維
持
に

は
衣
の
よ
う
に
効
果
的
で
な
か
っ
た
｡

右
の
両
者
に
比
較
し
て
衣
は
容
易
に
着
用
の
変
更
が
行
わ
れ
や
す
-
､
ま
た
人
の

目
に
ふ
れ
る
も
の
で
､
身
分
差
も
不
分
明
に
な
り
や
す
か
っ
た
｡
そ
の
た
め
衣
服
を

身
分
ご
と
に
統
制
す
る
こ
と
に
よ
り
､
藩
士

･
農
民

･
町
人
の
身
分
制
度
の
維
持
を

は
か
る
と
共
に
'
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
内
の
階
層
を
も
秩
序
づ
け
よ
う
と
し
た
も
の
で

(14
)

あ
り
､
そ
れ
は
封
建
社
会
の
秩
序
を
保
つ
た
め
に
効
果
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
0

以
上
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
､
延
宝
九
年
に
基
本
法
と
し
て
の
｢町
人
法
度
｣

が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
､寛
政
二
年
以
降
に
出
さ
れ
た
町
人
に
対
す
る
生
活
規
制
は
､

(15
)

藩
士

･
農
民
を
対
象
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
と
深
い
関
連
を
も
つ
も
の
で
あ
り
､
倹

約
の
徹
底
は
町
人
の
身
分
秩
序
維
持
を
は
か
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
｡
そ
れ
は
動

揺
す
る
藩
体
制
を
あ
-
ま
で
も
維
持
す
る
た
め
に
､
町
人
に
出
さ
れ
た
規
制
で
あ
っ

た
と
思
う
の
で
あ
る
O

証
(-
)
八
木
橋
文
庫
蔵
｡

(2
)
藩
政
初
期
の
史
料
が
欠
如
し
て
お
り
､
藩
の
公
式
の
日
記
が
書
か
れ
る
の
は

寛
文
元
年
以
降
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
寛
文
期
以
後
を
対
象
と
す

る
｡

(3
)
寛
文
元
年
に
制
定
さ
れ
た
こ
と
が
｢弘
前
藩
庁
日
記
｣-

｢国
日
記
｣
-
(市
立

弘
前
図
書
館
蔵
)
に
記
さ
れ
て
い
る
が
､
そ
の
内
容
は
全
-
見
え
な
い
｡
｢町

人
法
度
｣
の
成
立
と
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
'
拙
稿

｢津
軽
藩

『御
定

書
』
の
成
立
と
そ
の
意
義
｣
(｢弘
前
大
学
国
史
研
究
｣
第
六
〇
号
)
を
参
照

さ
れ
た
い
｡

(4
)
｢御
用
格
｣
<
寛
政
本
>

(市
立
弘
前
図
書
館
蔵
)
巻
十
三
を
底
本
と
し
､
同

館
蔵
の
二
種
類
の

｢要
記
秘
鑑
｣
と
校
合
･補
充
し
て
作
成
し
た
｡
便
宜
上
'

条
毎
に
番
号
を
付
し
た
｡
以
後
引
用
す
る
際
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
｡

(5
)
註
(3
)
の
拙
稿
に
よ
る
｡
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(6
)
｢御
定
法
古
格
｣

下
､
｢御
定
法
編
年
録
｣

(

共
に
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
)所
収
｡

六
十
五
ヵ
条
で
あ
る
が
､
六
十
六
ヵ
条
と
も
考
え
ら
れ
る
｡

(7
)
｢御
用
格
｣

<
寛
政
本
>

(市
立
弘
前
図
書
館
蔵
)
巻
八
､
｢御
定
法
古
格
｣

下
'
｢御
定
法
編
年
録
｣

(

延
宝
九
年
と
の
み
あ

っ
て
月
日
の
記
載
な
し
)｡
十

三
ヵ
条
か
ら
な
る
｡

(8
)
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
｡
｢江
戸
日
記
｣
と

｢国
日
記
｣

の
二
種
類
あ
る
が
､
本

稿
で
は
後
者
を
指
す
も
の
と
し
､
引
用
す
る
場
合
は

｢日
記
｣
と
表
現
す
る
0

(9
)
(上
略
)
の
部
分
が
､
農
民
に
対
す
る
規
定
で
､
点
羽
が
つ
き
二
月
十

一
日
の

条
に
見
え
る
も
の
よ
り
も
詳
細
で
あ
る
｡

(10
)
拙
稿

｢法
令
よ
り
見
た
る
津
軽
藩
士
の
生
活
～
衣
食
住
を
中
心
と
し
て
～

｣

(｢弘
前
大
学
国
史
研
究
｣

第
八
十
六
号
)
を
参
照
の
こ
と
｡

(11
)
｢法
令
よ
り
見
た
る
津
軽
藩
の
農
民
の
生
活
｣
と
し
て
発
表
予
定
で
あ
る
｡

(12
)
註
(10
)
に
同
年
月
日
の
史
料
は
示
さ
れ
て
あ
る
が
､
そ
の

(中
略
)
の
部
分

に
記
さ
れ
て
い
る
｡

(13
)
註
(10
)参
照

(14
)
藤
川
澄
子

｢久
留
米
藩
の
衣
服
統
制
｣

(

｢大
阪
大
学
経
済
学
｣

第
三
十
五
巻

第
四
号
)

(15
)
註
(10
)参
照

二

衣
食
住
に
つ
い
て

H
衣
服
の
規
制

全
国
的
に
見
る
と
'
正
月
の
廻
礼
や
婚
礼

･
葬
礼

･
祭
礼
に
於
け
る
礼
装
に
は
､

五
郎
丸

･
麻

･
綿
製
の
袴
か
､
黒
羽
二
重
五
ツ
紋
の
羽
織
袴
を
用
い
て
お
り
'
袴
よ

り
略
装
と
な
る
の
が
羽
織
袴
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
を
着
用
し
た
の
は

一
部
の
町
人
と
忠

わ
れ
る
｡
羽
織
袴
に
次
い
で
小
袖
と
袴
の
組
み
合
せ
､
小
袖
と
羽
織
の
組
み
合
せ
'

小
袖
の
み
と
い
う
順
に
略
装
と
な
る
｡
夏
に
は
浴
衣
を
用
い
る
の
が
こ
の
時
代
の
特

色
で
あ
っ
た
｡
生
地
の
種
類
で
見
る
と
､

一
般
の
町
人
は
網

･
紬

･
木
綿

･
麻
布
を

(-
)

分
限
に
応
じ
て
用
い
て
い
た
の
で
あ
る
｡

津
軽
藩
の
町
人
を
対
象
と
す
る
衣
に
つ
い
て
の
規
定
は
､
第

一
章
に
記
し
た
延
宝

九
年
の

｢町
人
法
度
｣
第
十
七
条
が
現
存
す
る
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
｡
即
ち

｢
一
､

常
々
倹
約
を
守
､
衣
類

･
食
物
等
随
分
軽
可
仕
候
､
(下
略
)
｣

と
あ
り
､
抽
象
的
に

表
現
さ
れ
た
倹
約
令
で
あ
る
｡
そ
の
後
の
具
体
的
な
規
定
を
年
代
を
追
っ
て
見
て
い

-
と
､
｢
日
記
｣

寛
保
三
年
八
月
十
六
日
の
条
に
､

一
､
(上
略
)
百
姓
町
人
之
分
御
目
見
二
罷
出
候
節
､
年
始
節
句
井
祝
言
相
整
候
節
､

右
四
ケ
度
外
麻
上
下
着
用
無
用
之
事
､

一
､
町
人
衣
服
軽
申
付
候
事
､
(F
略
)

と
あ
り
､
右
の
規
定
は
有
力
町
人
に
'
左
は

一
般
町
人
に
対
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

さ
ら
に

｢日
記
｣

明
和
五
年
三
月
九
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
｡
(月
番
の
用
人
)

一
､
今
日
於
御
用
所
に
'
郡
奉
行
町
奉
行
な
ら
ひ
九
滴
町
奉
行
江
､
吉

村

場

左

衛

門
相
渡
候
御
書
付
左
之
通
'

覚

弘
前
井
在
滴
々
町
人
着
服
之
儀
､
近
年
弟
に
相
成
､
網
類
着
服
不
苦
様
相
心
得

候
者
茂
有
之
様
に
相
聞
得
候
､
御
家
中
に
而
茂
応
分
限
に
御
定
茂
有
之
候
条
､

猶
以
町
々
に
て
者

一
統
綿
服
着
用
可
致
事
候
間
､
以
来
御
用
達
初

一
統
綿
服
着

用
羽
織
袴
に
至
ま
て
鹿
服
可
相
用
候
､勿
論
常
々
出
会
等
茂
質
素
い
た
し
､著
ケ

ll



間
数
事
無
之
様
相
心
得
､
銘
々
家
業
相
勤
可
申
候
､
(下
略
)

(傍
証
筆
者
)

右
に
よ
れ
ば
､
す
べ
て
の
町
人
に
木
綿
の
衣
服
を
強
制
し
､
有
力
町
人
へ
は
羽
織

袴
に
至
る
ま
で
質
素
な
も
の
を
着
用
す
る
よ
う
に
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡

こ
れ
は
前
年
の
凶
作
に
よ
り
､
倹
約
令
の
一
環
と
し
て
町
人
の
著
修
を
抑
え
る
た

め
に
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

具
体
的
で
､
且
つ
詳
細
な
規
定
と
し
て
､
基
準
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
は
､
慕

末
ま
で
影
響
を
与
え
た
(後
述
)
｢日
記
｣
寛
政
二
年
二
月
十

一
日
の
条
(規
定
は
第

一

章
参
照
)
で
あ
る
｡
そ
れ
を
要
約
す
れ
ば
左
の
よ
う
に
な
る
｡(2
)

○
御
用
達
及
び
町
名
主
等
の
有
力
町
人

-

下
着
は
小
袖
着
用
と
す
る

(網

･

抽
･太
織
等
は
許
可
)｡
但
し
､
色
付
き
で
無
垢
仕
立
の
小
袖
を
着
用
す
る
の
は
認
め

(3
)

な
い
｡
上
着
は
木
綿
製
の
み
着
用
｡

○
仲
買
及
び
日
雇
の
者

-

羽
織
の
着
用
は
許
可
し
な
い
｡

さ
ら
に

｢御
用
格
｣
(寛
政
本
)
巻
十
三

｢衣
類
之
部
｣
寛
政
二
年
二
月
十

一
日
の

(4
)

条
に
は
､
｢日
記
｣
同
年
月
日
の
条

(第

一
章
参
照
)
と
同
じ
文
言
の
外
に
､
左
の
部

分
が
見
え
る
｡

①一
､
夏
物
之
儀
､
是
又
近
年
町
方
妻
子
共
縞
之
惟
子
着
用
致
候
者
茂
有
之
旨
相
聞

得
候
､
是
又
右
鉢
之
品
着
用
不
致
､
通
例
有
来
候
麻
惟
子
着
用
'
其
外
男
女
共

堅
ク
着
用
仕
候
儀
停
止
中
付
候
'

②
一
､
夏
羽
織
之
儀
､
重
立
候
亭
主
分
之
者
縮
羽
織
着
用
不
苦
候
､
右
以
下

一
統
布

羽
織
相
用
候
之
様
申
付
候
､

③
一
㌧
町
医
之
儀
､
是
等

ハ
制
外
之
者

二
付
､
是
迄
之
通
女
共
之
儀
者
､
重
立
候
町

人
之
妻
子
之
通
相
心
得
候
様
､

④1
､
召
仕
手
代
共
之
儀
者
､
冬
は
上
張
浴
衣
着
用
致
せ
､
夏

ハ
単
物
着
用
仕
､
惟

子
井
羽
織
之
儀
者
着
用
不
致
候
様
､
尤
地
布
惟
子
着
用
致
候
儀
不
苦
候
､

但
羽
織
之
儀
者
夏
冬
共
停
止
中
付
候
､

⑤
1

､
年
頭
五
節
句
自
分
祝
儀
等

二
而
上
下
着
用
之
儀
'
是
又
身
上
柄
之
外
着
用
悼

止
中
付
候
､

但
御
用
方
相
勤
候
諸
町
人
之
儀
者
是
迄
之
通
､

(①

～
⑤
の
番
号
は
筆
者
に
よ
る
)

右
の
五
ヵ
条
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
｡

①
夏
の
衣
は
麻
惟
子
の
着
用

(有
力
町
人
と

一
般
町
人
の
区
別
は
不
明
)0

②
夏
羽
織
-
有
力
町
人
は
網
羽
織
'
そ
の
他
は
布
羽
織
の
着
用
｡

③
町
医
は
特
別
扱
い
で
従
来
通
り
､
女
達
は
有
力
町
人
の
妻
子
の
扱
い
と
同
様
に
す

る
｡

④
召
使

･
手
代
は
冬
-

上
張
浴
衣
｡
夏
-

単
物
｡

惟
子
及
び
羽
織
の
着
用
は
許
可
し
な
い
が
､
地
布

(麻
)
惟
子
は
認
め
る
｡

⑤
有
力
町
人
は
年
頭

･
五
節
句
等
に
祥
着
用
の
許
可
｡

｢日
記
｣
寛
政
二
年
二
月
十

一
日
の
条
は
'
右
に
述
べ
た

｢御
用
格
｣
同
日
の
秦

の
部
分
を
加
え
て
t
よ
り
正
確
な
記
録
に
な
る
と
考
え
る
｡

こ
の
よ
う
に
不
完
全
な
ま
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
の
は
､次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
｡

即
ち

｢日
記
｣
は
､
日
記
役
創
設
当
時
は
毎
日
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
､
行

政
組
織
の
拡
大
と
職
制
の
確
立
か
ら
､
そ
の
日
の
書
類
を
そ
の
日
に
処
理
す
る
こ

(5
)

と
が
不
可
能
と
な
り
､
次
第
に
遅
れ
て
清
書
す
る
関
係
か
ら
誤
り
が
生
じ
た
の
で

あ
る
｡
そ
れ
は
､
｢日
記
｣享
和
三
年
八
月
七
日
の
条
'
文
化
四
年
十
二
月
十
五
日

の
条
､
文
化
八
年
九
月

一
日
の
条
等
に
見
え
る
詳
細
な
衣
服
規
制
と
の
比
較
か
ら
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も
言
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

｢日
記
｣
寛
政
二
年
二
月
二
十
九
日
の
条

(規
定
は
第

一
章
参
照
)
は
､
同
年
二

月
十

1
日
の
条
よ
り
も
詳
細
で
'
両
者
に
深
い
関
り
が
あ
る
こ
と
は
既
述
し
た
が
'

比
較
す
る
と
大
綱
が
ほ
と
ん
ど
異
な
ら
な
い
の
で
敢
え
て
述
べ
る
こ
と
は
し
な
い
0

藩
よ
り
衣
服
規
定
遵
守
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
出
さ
れ
た
法
令
は
'
幕
末
ま
で
枚

挙
に
達
が
な
い
ほ
ど
見
ら
れ
る
｡

｢日
記
｣
寛
政
二
年
四
月
二
十
八
日
の
条
に
'
衣
服
規
定
違
反
の
具
体
例
が
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

1
､
三
奉
行
申
出
候
'
近
年
在
町
之
者
共
'
著
修
之
風
俗
不
相
止
'
当
春
改
而
御

触
之
処
'
当
月
十
七
日
青
森
町
之
者
男
女
八
人
身
分
不
相
応
之
衣
類
着
用
之
者

有
之
'
同
所
町
同
心
共
見
当
'
右
衣
類
取
押
町
役
江
預
置
候
旨
'
猶
又
為
珂
町

奉
行
よ
り
戸
〆
申
付
候
段
申
出
'
書
付
御
渡
沙
汰
被
仰
付
候
､
何
連
茂
当
春
御

触
之
通
､
身
上

二
応
し
過
料
被
仰
付
候
様
､
尤
同
所
町
奉
行
江
相
尋
候
処
､
右

八
人
何
連
茂
小
家
之
者
共
候
間
'
為
過
料
人
夫
為
差
出
青
森
新
町
通
堰
粉
上
被

仰
付
候
様
'
右
過
料
被
仰
付
候
上
着
'
同
町
町
奉
行
よ
り
申
付
戸
〆
差
許
候
様
'

(下
略
)

右
に
よ
れ
ば
､
青
森
町
に
住
む
男
女
八
人
が
'
前
述
の
寛
政
二
年
二
月

(十

一
日

の
条
と
二
十
九
日
の
条
の
ど
ち
ら
か

一
方
を
さ
す
の
か
'
両
方
を
さ
す
の
か
不
明
)

の
倹
約
令
に
違
反
し
た
こ
と
が
発
覚
し
た
｡
し
か
し
'
右
の
史
料
か
ら
は
'
ど
の
よ

う
な
衣
服
を
着
用
し
て
い
た
の
か
不
明
で
あ
る
｡
彼
等
は

｢小
家
之
者
共
｣

即
ち
下

級
の
町
人
で
あ
る
た
め
､
戸
〆
の
刑
の
代
り
に
'
人
夫
と
し
て
青
森
新
町
通
り
の
堰

粉

(堰
に
つ
ま
っ
た
泥
か
塵
芥
の
こ
と
か
)
を
路
上
に
あ
げ
て
清
掃
す
る
こ
と
を
命

じ
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
｡

こ
の
こ
と
か
ら
'
町
人
に
対
す
る
衣
服
規
定
の
遵
守
を
徹
底
さ
せ
よ
う
と
す
る
港

当
局
の
姿
勢
が
知
ら
れ
よ
う
｡

(6
)

｢日
記
｣
享
和
三
年
八
月
七
日
の
条
､
文
化
四
年
十
二
月
十
五
日
の
条
､
文
化
八

年
九
月

1
日
の
条
'
文
政
十
年
十
二
月
二
十
八
日
の
条
に
見
え
る
衣
服
規
制
は
'
既

述
の

｢日
記
｣
寛
政
二
年
二
月
十

一
日
の
条
及
び

｢御
用
格
｣

同
年
月
日
の
条
と
ほ

と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
寛
政

二
手
和

･
文
化
の
衣
服
規
制
は
'
天
明
四
年
か

ら
文
政
八
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
津
軽
藩
の
寛
政
改
革
の
一
環
と
し
て
出
さ
れ
た

倹
約
令
の
一
部
で
あ
り
'
次
第
に
経
済
的
実
力
を
備
え
て
き
た
町
人
の
著
修
を
抑
え

る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
｡

｢日
記
｣
天
保
十
二
年
十
二
月
二
十
九
日
の
条
に
見
え
る
有
力
町
人
対
象
の
規
定

は
'
｢
日
記
｣寛
政
二
年
二
月
十

一
日
の
条
と
同
内
容
で
あ
り
'

一
般
町
人
対
象
の
規

定
は
'
｢
日
記
｣
享
和
三
年
八
月
七
日
の
条
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
｡

但
し
天
保
十
二
年
十
二
月
二
十
九
日
の
条
の
中
に
次
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
｡

一
㌧
在
町
重
立
之
者
た
り
と
も
'
踏
込
二
紛
敷
品
着
用
不
致
候
様
'
御
家
中

二
紛

連
候
品
相
用
得
候
之
者
於
有
之
者
'
急
度
御
杏
可
被
仰
付
候
'

ふ
んご
み

右
の
史
料
に
見
え
る
踏

込

は
踏
込
袴
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
｡
こ
れ
に
つ
い
て
は
'

男
子
が
羽
織
を
着
用
す
る
際
に
'
袴
の
種
類
の
一
つ
に
野
袴
が
あ
る
｡
そ
れ
は
裾
に

黒
ビ
ロ
ー
ド
の
縁
を
と
り
'
地
質
は
鍛
子

･
錦
な
ど
か
ら
縞
木
綿
に
い
た
る
ま
で
の

各
種
が
あ
っ
て
'
武
士
の
旅
行
用
に
用
い
ら
れ
'
ま
た
火
事
装
束
と
し
て
も
着
け
ら

れ
た
｡
町
人
で
も
公
役
出
仕
の
折
に
は
こ
れ
を
着
け
る
風
が
あ
る
｡
野
袴
の
裾
の
細

(7
)

い
仕
立
の
も
の
を
踏
込
袴

(略
し
て
踏
込
と
も
)
と
い
わ
れ
て
い
る
｡

右
の
規
定
は
有
力
な
農
民

･
町
人
を
対
象
と
し
て
い
る
が
'
藩
士
が
着
用
す
る
踏

込
と
間
違
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
を
着
け
る
の
を
禁
じ
た
内
容
で
あ
る
｡
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し
た
が

っ
て
､
衣
類
の
種
類
に
よ
っ
て
は
､
有
力
な
農
民
と
町
人
が
同
等
に
扱
わ

れ
､
彼
等
と
藩
士
と
が
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

｢
日
記
｣
天
保
十
三
年
九
月
十
二
日
の
条
に
左
の
よ
う
に
あ
る
｡

一
､
在
町
清
々
重
立
之
者
共
､
夏
網
羽
織
相
用
候
様
､
可
成
丈
布
羽
織
着
用
候
様
､

昨
年
被
仰
付
候
得
共
､
以
来
重
立

二
而
茂
夏
着

一
統
布
羽
織
着
用
候
様
､
尤
網

羽
織
差
留
申
付
候
､
冬
者
並
木
綿
着
用
候
之
様
'
紐
者
木
綿
紐
相
用
得
候
様
改

而
被
仰
付
候
間
､
支
配
頭

二
而
時
折
心
付
心
得
違
之
者
無
之
様
､
此
旨
可
被
申

付
旨
向
々
江
申
遺
之
､

右
に
よ
れ
ば
､
有
力
な
町
人
す
べ
て
が
､
夏
は
こ
れ
ま
で
の
縞
羽
織
を
や
め
て
布

羽
織
を
､
冬
は
生
地
で
は
並
木
綿
を
着
用
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
(｢
日

記
｣
嘉
永
六
年
十
二
月
十
七
日
の
条
に
も
同
じ
も
の
が
見
え
る
)0

こ
の
よ
う
に
布
羽
織
の
着
用
は
､
前
述
の

｢御
用
格
｣
寛
政
二
年
二
月
十

一
日
の

②

条
｢
一

､
夏
羽
織
之
儀
､
重
立
候
亭
主
分
之
者
縞
羽
織
着
用
不
苦
候

(下
略
)
｣
と
あ

る
よ
う
に
､
絹
羽
織
の
段
階
よ
り
質
素
倹
約
を
厳
し
-
求
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す

る
｡
そ
れ
は
､
次
第
に
著
修
の
傾
向
を
強
め
て
き
た
町
人
に
対
す
る
衣
服
規
制
で
あ

っ

た
｡

｢
日
記
｣
弘
化
三
年
三
月
二
十
七
日
の
条
に
､
農
民

･
町
人
の
生
活
全
般
に
亙
る

詳
細
な
規
定
が
見
え
る
が
､
そ
の
中
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

1
'
在
方
衣
頬
之
事
､

在
町
共
網
類
停
止
被
仰
付
候
所
'
弘
前
清
々
二
而
町
家
之
者
袖
口
裾
廻
等
木
棉

二
而
切
替
､
今
以
持
来
候
網
類
着
用

二
相
聞
得
､
上
着

二
至
木
綿
類

二
而
茂
格

●
●
●
●
●
●
■
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●

別
高
直
上
品
相
用
得
候
間
､
右
之
風
儀
百
姓
家

二
押
移
､
御
締
相
立
不
申
候
樵

●
●
●
●
●

相
聞
得
候
間
､
町
家
之
男
女
共
並
木
綿
之
外
決
而
着
用
不
致
候
様
､
在
方
之
者

(
コ
ギ
ン
)

ハ
上
張
布

小

巾

手

代
村
役
共
兼
而
被
仰
付
候
通
､
夏
冬
之
無
差
別
布
羽
織
着
用

致
候
様
､
万

一
心
得
違
之
者
者
'
仮
令
帯
刀
免
許
之
者

二
而
茂
､
見
聞
次
第
即

席
脱
せ
'
其
者
江
御
片
付
被
仰
付
候
様
'
(下
略
)

(傍
点
傍
註
筆
者
)

右
に
よ
れ
ば
､
町
人
の
賛
沢
な
美
服
を
着
用
す
る
風
潮
が
農
民

へ
も
移

っ
て
い
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
'
衣
服
の
区
別
に
よ
っ
て
､
農
民
と
町
人
の
身
分
秩
序
を
維
持
し

よ
う
と
す
る
藩
当
局
の
意
図
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
｡

か
-
て
､
天
保
十
二
年

･
同
十
三
年

･
弘
化
三
年

･
嘉
永
六
年
の
町
人
に
対
す
る

衣
服
規
制
が
､
天
保
期
段
階
で
さ
ら
に
厳
し
-
な

っ
て
き
て
い
る
の
は
､
藩
財
政
の

窮
乏
を
救
済
す
る
た
め
に
､
津
軽
藩
の
天
保
改
革
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
か
ら
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
同
時
に
そ
れ
は
､
藩
財
政
の
窮
迫
が
町
人

(豪
商
と
そ
の
他

の
商
人
間
で
は
富
裕
の
度
合
に
差
が
あ
る
に
し
て
も
)
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
-

な

っ
て
い
る
状
態
に
対
し
'

一
方
で
は
彼
等
を
抑
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
身
分
秩
序

を
あ
-
ま
で
も
維
持
し
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ

っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
｡

さ
ら
に

｢
日
記
｣
安
政
三
年
八
月
十

一
日
の
条
に
左
の
よ
う
に
見
え
る
｡

14

一
､
三
奉
行
申
出
候

東
長
町
蕎
麦
切
家
業

薩

摩

屋
彦
兵
衛

右
者
其
方
子
彦
助
儀
､
御
制
禁
之
衣
類
着
用
致
候
儀

二
付
吟
味
之
処
､
彦
助
儀

仏
参
之
旨

二
而
家
よ
り
出
候
節
､
其
方
井
妻
相
持
候
場
合

二
而
見
当
､
(中
略
)

取
押
候
衣
類
者
御
取
上
之
上
､
日
数
三
十
日
戸
〆
被
仰
付
候
様
､
尤
彦
助
儀
右

鉢
御
制
禁
を
犯
し
候
段
､
是
又
不
埼

二
付
､
其
方
於
手
前
目
数
廿
日
押
込
被
仰

付
候
様
､



一
､
碁
盤
縞
藍
結
城
絵
羽
織

童
枚

但
裏
海
気
紐
網
夏
紐

7
'
同
藍
縞
袷

但
裏
江
戸
華
色

1
'
#
入

童
枚

但

(

胴
よ
り
上

へ
表
裏
袖
共
網

其
外
木
綿
切
替

二

黒
博
多
帯

但
小
柳

二

黒
緬但
黒
縮
緬
裏
秩
父

萱
筋

萱
枚

右
之
通
町
目
付

二
両
取
押
'
東
長
町
関
東
屋
嘉
助
江
預
置
候
旨

二
付
'
御
取
上

之
上
家
業
手
伝
之
者
江
入
札
払
被
仰
付
候
様
'
右
之
通
被
仰
付
候
様
'
左
候
者

町
奉
行
勘
定
奉
行

二
両
取
扱
候
様
可
仕
旨
､
沙
汰
之
通
被
仰
付
之
､

右
に
よ
れ
ば
'
禁
止
さ
れ
て
い
る
衣
服
を
着
用
し
た
本
人
は
二
十
日
間
の
押
込
'

男
が
戸
〆
三
十
日
の
刑
に
処
せ
ら
れ
'
没
収
さ
れ
た
衣
服
の
名
称
が
判
明
す
る
｡
し

か
し
'
そ
の
衣
服
が
着
用
で
き
な
い
は
ず
の
家
業
手
伝
い
の
者
に
何
故
渡

っ
て
い
る

の
か
'
疑
問
は
残
る
｡
幕
末
に
至

っ
て
'
こ
の
外
に
も
判
決
例
及
び
判
決
に
関
す
る

記
事
が

｢
日
記
｣
に
散
見
さ
れ
る
の
は
､
町
人
の
衣
服
規
制
違
反
が
絶
え
な
か
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
は
か
な
ら
な
い
｡
そ
れ
は
町
人
が
財
政
的
に
豊
か
に

な
っ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
ろ
う
｡

｢
日
記
｣
安
政
五
年
四
月
二
十
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
｡

一
'
三
奉
行
申
出
候
'
近
来
御
省
略
被
仰
付
'
諸
町
人

一
統
夏
布
羽
織
着
用
被
仰

付
罷
有
候
処
､
私
共

二
而
評
議
仕
候
処
､
御
用
達
之
儀
者
格
別
身
上
柄
之
者

二

而
､
他
領
応
対
茂
御
座
候
儀
､
場
所

二
寄
不
都
合
之
儀
茂
御
座
候
間
､
夏
縞
羽

織
御
免
被
仰
付
度
奉
存
候
､
尤
御
用
達
共
計
御
免
被
仰
付
候
両
者
､
外

二
先
祖

旧
功
有
之
者
､
井
其
身
勤
労
有
之
､
御
目
見
茂
被
仰
付
罷
有
候
者
共
､
帰
服
仕

間
敷
候
間
､
御
用
達
加
腺
井
在
町
御
目
見
被
仰
付
罷
有
候
者
共
､
同
様
御
免
被

仰
付
度
旨
内
意
申
出
候
間
､
文
化
文
政
之
度
被
仰
付
之
趣
を
以
網
羽
織
着
用
不

苦
旨
被
仰
付
之
､

右
の
こ
と
か
ら
､
す
べ
て
の
町
人
が
こ
れ
ま
で
夏
に
布
羽
織
を
着
用
し
て
き
た
が
､

有
力
町
人
は
再
び
網
羽
織
の
着
用
が
認
め
ら
れ
た
｡
そ
の
た
め
先
祖
に
功
績
の
あ
っ

た
者
､
町
人
と
し
て
の
勤
め
が
良
好
の
者
､
御
目
兄
を
許
さ
れ
た
者
等
に
も
同
様
に

許
可
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
｢文
化
文
政
之
度
｣
は
前
述
の

｢
日
記
｣
文
化
四
年

十
二
月
十
五
日
の
条
､
同
八
年
九
月

一
日
の
条
､
文
政
十
年
十
二
月
二
十
八
日
の
条

の
衣
服
規
制
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
､
こ
れ
ら
は

｢
日
記
｣
寛
政
二
年
二
月
十

1

日
の
条

(｢御
用
格
｣
同
年
月
日
の
条
も
加
え
て
)
を
基
準
と
し
て
い
た
こ
と
は
､
既

述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
布
羽
織
か
ら
網
羽
織

へ
の
変
更
理
由
は
'
｢他
領
応
対
云
々
｣

｢場
所

二
寄
不
都
合
云
々
｣
と
見
え
る
こ
と
か
ら
､
藩
の
面
子
を
考
慮
し
て
の
こ
と
だ

ろ
う
か
｡
藩
政
に

一
貫
性
が
な
-
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
｡

以
上
､
｢
日
記
｣安
政
三
年
八
月
十

一
日
'
同
五
年
四
月
二
十
日
の
条
を
あ
げ
た
に

す
ぎ
な
い
が
､
そ
こ
か
ら
幕
末
の
混
乱
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
｡
筆
者

(8
)

が
津
軽
藩
士
の
生
活
を
検
討
し
た
際
に
述
べ
た
よ
う
に
へ
藩
体
制
の
弛
緩
が
進
み
､

藩
士
が
封
建
軍
団
と
し
て
社
会
の
秩
序
を
維
持
で
き
な
い
状
態
に
ま
で
な
っ
て
い
た

こ
と
と
連
動
し
て
､
町
人
の
衣
服
規
制
は
-
ず
れ
､
身
分
秩
序
が
崩
壊
に
瀕
し
て
い

る
段
階
に
至

っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
｡
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こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
衣
服
規
制
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
｡

1
､
詳
細
な
衣
服
規
制
は
寛
政
二
年
以
後
に
出
さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
は
次
第
に
経

済
的
実
力
を
備
え
て
き
た
町
人
に
対
す
る
著
修
を
抑
制
す
る
倹
約
令
で
あ
っ
た
0

2
､
こ
の
規
制
は
藩
士

･
農
民

･
町
人
間
の
身
分
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
で
あ
っ

た
こ
と
｡

3
､
有
力
町
人
と

一
般
町
人
と
を
区
別
す
る
規
定
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
､
町
人
階

級
内
の
階
層
秩
序
を
も
維
持
す
る
た
め
で
あ
っ
た
｡

4
､
衣
服
規
制
か
ら
見
る
と
､
町
人
に
対
す
る
規
制
が
農
民
よ
り
も
ゆ
る
や
か
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
予
定
の

｢法
令
よ
り
見
た
る

津
軽
藩
の
農
民
の
生
活
｣
で
さ
ら
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
｡

5
､
藩
財
政
の
窮
乏
打
開
の
た
め
に
行
わ
れ
た
藩
政
改
革
は
､
財
政
面
で
町
人
に

大
き
-
依
存
せ
ざ
る
を
得
ず
､
そ
の
た
め
衣
服
規
制
は
崩
れ
､
幕
末
に
は
身
分
秩

序
が
崩
壊
に
瀕
す
る
に
至
っ
た
｡

隣
藩
の
盛
岡
藩
で
は
､
町
人
階
級
内
に
お
け
る
階
層
差
は
う
か
が
わ
れ
ず
､
ま
た

町
人
の
香
り
が
ま
し
き
衣
服
の
着
用
が
､
百
姓

･
士
階
級
に
ま
で
も
波
及
す
る
と
し

て
風
俗
取
締
り
の
対
象
と
な
る
と
い
う
こ
と
も
見
受
け
ら
れ
ず
､
こ
れ
は
や
は
り
盛

(9
)

岡
藩
内
で
の
生
活
の
貧
困
さ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
｡
と
い
わ
れ
て
い
る
｡
確
か

に
農
業
生
産
力
の
低
さ
が
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う

(第
二
部
第
三
章
二
衣
服

の
規
制
参
照
)｡
が

(こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
予
定
の
｢法
令
よ
り
見
た
る
津
軽
藩
の

農
民
の
生
活
｣
を
参
照
さ
れ
た
い
)､
右
に
述
べ
た
津
軽
藩
の
町
人
に
対
す
る
衣
服
規

制
1
-
5
と
比
較
し
て
､
大
き
な
相
違
が
あ
る
｡
隣
藩
の
盛
岡
藩
が
こ
の
よ
う
に
異

な
る
点
に
つ
い
て
は
､
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
｡

日
食

･
住
の
規
制

最
初
に
食
に
つ
い
て
で
あ
る
が
､

1
般
的
に
町
人
に
は
冥
加

･
運
上
の
ほ
か
に
租

税
は
ほ
と
ん
ど
な
-
､
武
士
の
生
活
の
向
上
と
と
も
に
富
み
栄
え
､
農
村

へ
も
進
出

し
た
｡
し
た
が
っ
て
町
人
の
食
生
活
を
み
る
と
､
食
道
楽
や
食
通
な
ど
が
あ
ら
わ
れ

(10
)

て
い
る
｡

町
人

一
般
の
平
常
の
食
生
活
を
み
る
と
､比
較
的
質
素
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
､

江
戸
の
町
人
は
初
物
食
い
を
珍
重
し
､
季
節
の
売
り
物
の
魚

･
野
菜
を
喜
ぶ
風
習
が

(;
)

あ
っ
た
｡

津
軽
藩
に
於
い
て
は
､
町
人
の
階
級
差
に
よ
る
食
事
内
容
､
平
日

･
会
合

･
婚
礼

仏
事
の
際
に
見
ら
れ
た
食
事
の
区
別
が
わ
か
ら
ず
､
食
事
の
実
態
は
不
明
と
い
わ
ざ

る
を
得
ず
､
断
片
的
で
は
あ
る
が
食
事
に
関
す
る
規
制
を
年
代
順
に
見
て
い
-
こ
と

に
す
る
｡

延
宝
九
年
正
月
二
十

一
日
の

｢町
人
法
度
｣
第
十
七
条
に
､

一
､
常
々
倹
約
を
守
､
衣
類

･
食
物
等
随
分
軽
可
仕
候
､
但
定
た
る
儀
式
祝
儀
事

有
之
時
分

ハ
､
定
式
之
通
応
分
限
振
舞
等
可
仕
候
､
尤
大
酒
乱
酔
等
仕
候
者
､

過
銭
可
申
付
候
､
委
細
町
奉
行
可
受
指
図
事
､

と
あ
る
｡
こ
れ
は
賛
沢
を
戒
め
､
倹
約
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
｡
そ
の
中
に
儀
式

･

祝
儀
の
時
に
は
分
限
に
応
じ
た
振
舞
を
す
る
こ
と
､
大
酒
を
飲
み
乱
酔
の
場
合
に
は

罰
金
を
科
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡

｢日
記
｣
安
永
二
年
閏
三
月
三
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

1
､
郡
奉
行
町
奉
行
九
滴
町
奉
行
江
､
於
儀
左
衛
門
宅
相
渡
候
書
付
左
之
通
､

(中
略
)

一
､
在
方
住
居
之
者
共
､

一
統
身
上
之
貧
富
年
々
豊
凶
に
よ
ら
須
､
以
来
雑
飯
給

へ
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可
申
事
､

但
病
人
井
六
拾
歳
以
上
之
老
人
､
祝
言
仏
事
祝
儀
事

二
而
来
客
等
之
節
､
身

上
柄

二
而
粟
飯
白
飯
給
候
義
用
捨
之
事
､

1
'
正
月
節
句
盆
休
日
等
之
節
､
粟
飯
雑
飯
勝
手
次
第

二
給
候
様
､
粟
之
多
少
者
格

別
､

1
向
之
白
飯
盤
可
為
無
用
事
､
右
之
外
在
方

1
統
白
飯
給
へ
候
之
儀
､
壁

-
停
止
之
事
､
(中
略
)

(準
)

(
マ

マ
)

右
之
通
在
方
江
被
仰
付
候
間
､
町
家
之
者
共
井
滴
々
之
者
共
､右
に

順

し

衣
食

居

之

儀
､
随
分
質
素
相
用
へ
著
構
敷
儀
無
之
様
被
仰
付
候
間
､
急
度
相
守
様

1
統
可
被

申
付
候
､
以
上
､

閏
三
月
当
町
奉
行
中

九
滴
町
奉
行
中

(傍
証
筆
者
)

(12
)

こ
れ
は
前
年
の
凶
作
に
よ
っ
て
農
民
宛
に
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
､
町
人

も
農
民
に
準
じ
て
倹
約
を
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
そ
の
内
容
は
､

Ⅲ平
日
に
は
雑
飯

(雑
穀

･
野
菜
等
を
混
ぜ
た
も
の
か
)
を
食
べ
る
こ
と
｡
但
し
病

人
及
び
六
十
歳
以
上
の
老
人
は
､
祝
言
な
ど
の
来
客
が
あ
っ
た
時
は
粟
飯
と
白
飯
を

認
め
る
｡

畑正
月

･
節
句

･
盆
休
日
等
の
際
は
､
粟
飯

･
雑
飯
を
食
べ
る
こ
と
は
認

め
る
が
､
白
飯
は
禁
ず
る
｡

右
の
規
定
に
よ
れ
ば
､
正
月
で
さ
え
も
白
飯
を
食
べ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ

と
に
な
ろ
う
｡

｢日
記
｣
天
明
二
年
十
二
月

1
日
の
条
に
よ
れ
ば
､
左
の
よ
う
に
見
え
る
｡

一
､
今
日
大
目
付
触
左
之
通
､

覚

当
年
御
領
分
作
毛
不
熟

二
付
､
町
在
は
不
及
申
､
御
家
中
井
寺
社
共
二
雑
飯
粥

等
相
用
得
､
万
端
質
素
い
た
し
､
銘
々
取
続
方
致
覚
悟
候
様
被
仰
出
候
､
此
旨

惣
触
可
被
申
触
候
､
以
上
､

十
二
月
大
目
付
中

こ
れ
は
町
人

･
農
民
は
勿
論
､
藩
士
及
び
寺
社
関
係
に
ま
で
も
雑
飯
や
粥
で
辛
抱

す
る
よ
う
命
じ
た
も
の
で
あ
る
が
､
同
三
年
七
月
二
十
八
日
の
条
に
も
同
様
な
の
が

見
え
る
｡
天
明
二
･
三
年
は
天
明
の
大
飢
笹
の
時
期
で
あ
り
､
平
常
の
年
と
比
較
は

で
き
な
い
｡

｢日
記
｣
寛
政
二
年
二
月
十

一
日
の
条

(第

一
章
参
照
)
に
は
､
町
人
す
べ
て
が

日
常
の
出
会

･
婚
姻

･
仏
事
等
の
食
事
は
､

一
汁
二
葉
を
厳
守
す
る
よ
う
に
と
見
え

る
｡
そ
れ
以
後
幕
末
ま
で
､
右
の
寛
政
二
年
の
条
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
が
､
｢日
記
｣

(13
)

享
和
三
年
八
月
七
日
の
条
､
文
化
四
年
十
二
月
十
五
日
の
条
､
文
化
八
年
九
月

一
日

の
条
､
文
政
十
年
十
二
月
二
十
八
日
の
条
､
天
保
十
二
年
十
二
月
二
十
九
日
の
条
､

嘉
永
六
年
十
二
月
十
七
日
の
条
に
見
え
る
｡
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
､
食
事
は
平
常
と
冠

婚
葬
祭
の
よ
う
な
特
別
の
場
合
も
同
じ
に
規
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る

(献

立
内
容
は
不
明
だ
が
)0

具
体
的
に
料
理
の
献
立
は
､
｢
日
記
｣宝
暦
五
年
十
二
月
三
日
の
条
に
見
え
､
運
送

方
の
者
達

(農
村
の
者
の
外
に
弘
前

･
青
森

･
鯵
ヶ
沢

･
深
浦

･
十
三
の
町
人
の
名

前
が
見
え
合
計
二
七
六
名
)
に
左
の
よ
う
な
も
の
が
下
賜
さ
れ
て
い
る
｡

献

立
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ひ
ら
め

か
な
か
し
ら

く
n
ノ

し
ゃ
う
か

ほ
う

つ
き

汁

っ
ミ
入

皮
午
房

し
い
茸

小
か
ぶ

煮
物

む
し
玉
子

太
串
子

-
し
貝

溝
せ
ん
ま
い

つ
-
い
も

引

而

一
､
焼
物

秒
針

御
酒

飯肴

(輪
)

一
､
色
付
多
古

一
､
い
り
こ
ん
に
ゃ
-

(干
カ
)

平

か

つ

を

菓
子

一
､
宇
治
は
し

一
､
紅
み
と
り

一
､
小
落
雁

一
､
松
庭
子

一
､
松
風

(傍
註
筆
者
)

(14
)

宝
暦
五
年
は
凶
作
の
年
で
あ
り
､
運
送
方
二
七
六
名
は
飢
雀
を
乗
り
越
え
る
た
め

藩
の
施
策
に
協
力
し
､
賞
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
し
た
が
っ
て
平
常
の
食
事
の

献
立
で
は
な
い
｡

(15
)

『弘
藩
明
治

一
統
誌
月
令
雑
報
摘
要
抄
』
に
､
文
政
期
に
於
け
る
四
民
の
年
越
の
料

理
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
四
民
と
あ
る
の
で
藩
士
か
町
人
か
明
ら
か
で
な
い
が
､
弘
前

城
下
の
家
庭
の
祝
膳
で
あ
り
､
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
｡
上
流
家
庭
で
は
､

皿
-
鰭
､
鱈
の
焼
物
或
は
金
頭
魚

平
-

氷
豆
腐
､
菊
募
､
日
和
貝
或
は
帆
立
貝

汁
-

氷
豆
腐

(ほ
や
)

小
皿
-

飽
或
は
生
海
鼠
､
保

夜

､
蝶
小
串

中
流
以
下
の
家
庭
で
は

皿
-

大
根
鰭
に
鮭
塩
引
或
は
紳

平
-

人
参
､
氷
豆
腐
､
午
穿
､
鮭
塩
引
或
は
紳

(ご
ま
め
)

汁
-

銀
杏
､
大
根
､
田

作

魚

(で
ん
ぶ
)

小
皿
-

鱈
の
子
芹
和
合
､
午
労
の

田

を

､
田
作
魚
入
れ
黒
大
豆

で
あ
り
､
飯
と
酒
が
つ
-
0

宝
暦
五
年
と
文
政
期
と
で
は
年
数
の
隔
り
は
あ
る
が
､
献
立
に
は
大
き
な
差
が
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

藩
財
政
の
窮
乏
に
よ
り
､
次
第
に
藩
士
が
生
活
困
窮
に
陥
る
の
に
対
し
､
逆
に
秦

商
と
い
わ
れ
る
有
力
町
人
は
裕
福
に
な
る
｡
こ
れ
ら
の
町
人
は
寛
政
二
年
以
降
に
見

え
る
､
常
に

一
汁
二
葉

(献
立
内
容
は
不
明
)
と
規
制
さ
れ
た
食
事
を
厳
守
し
得
た

ろ
う
か
｡
推
定
の
域
を
出
な
い
が
､
実
際
の
食
事
は
も
っ
と
良
か
っ
た
と
思
う
の
で

あ
る
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
､
食
に
つ
い
て
の
規
制
は
倹
約
の
観
点
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
､
不
明
な
点
が
非
常
に
多
い
｡
ま
た
こ
の
規
制
は
堅
-
守
ら
れ
な
か
っ
た
も
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の
と
推
定
し
た
い
｡
ま
た
食
事
は
､
衣
の
よ
う
に
人
の
目
に
具
体
的
に
見
え
な
い
場

合
が
多
-
､
身
分
秩
序
維
持
の
た
め
に
は
'
効
果
的
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
の
で
あ

る
｡次

に
住
に
つ
い
て
述
べ
る
｡
江
戸
で
は
初
め
板
葺
の
屋
根
が
多
-
'
瓦
屋
は
賓
沢

で
あ
る
と
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
'
重
な
る
大
火
の
た
め
､
享
保
頃
か
ら
瓦
葺
塗
屋
追

(16
)

り
が
奨
励
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
表
側
の
間
口
は
'
町
の
惣
年
寄
級
の
住
宅
が
八

間
な
ど
相
当
大
規
模
で
あ
る
が
'

1
般
の
町
家
は
ず

っ
と
狭
-
､
間
口
二
間
以
内
の

も
の
が
多
か
っ
た
｡
江
戸
の
長
屋
は
'
｢九
尺
二
間
｣
の
棟
割
り
長
屋
と
い
う
言
葉
通

り
'
わ
ず
か
三
坪
の
家
に
'

一
家
族
が
雑
然
と
住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
｡
幕
板
を
踏

ん
で
よ
う
や
-
歩
け
る
だ
け
の
路
地
を
挟
ん
で
'
敷
戸
か
ら
十
数
戸
よ
り
な
る
長
屋

が
あ
り
'
便
所
と
､
ご
み
滑
と
､
井
戸
と
は

一
個
所
に
か
た
め
ら
れ
､
共
同
で
使
用

(17
)

さ
れ
て
い
た
｡

一
般
町
人
の
家
作
は
長
押
･
杉
戸
付
書
院
'
-
し
か
た
彫
物
･
組
物
は
無
用
と
L
t

(18
)

床
縁

･
桟

･
梶
を
塗
る
こ
と
､
唐
紙
張
付
も
禁
止
さ
れ
た
｡

弘
前
城
下
の
町
屋
で
最
も
殿
賑
を
極
め
た
の
は
本
町
で
'
豪
商
は
ほ
と
ん
ど
こ
こ
(19
)

に
集
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
｡
つ
い
で
亀
甲
町
･和
徳
町
･土
手
町
で
あ
っ
た
｡

(20
)

宝
暦
八
年
成
立
の

｢津
軽
見
聞
記
｣
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
｡

一
､
弘
前
と
い
ふ
は
御
城
下
に
し
て
繁
昌
の
所
な
り
｡
凡
そ
十
町
四
方
も
有

へ
し
0

外
に
秋
田
よ
り
の
入
口
と
青
森

へ
の
出
口
は

一
筋
町
に
て
'
町
は
づ
れ
よ
り
十

町
余
も
出
放
建
続
て
あ
り
｡
本
町

一
筋
目
よ
り
四
丁
目
迄
此
外
町
々
多
-
皆
々

家
建
よ
し
｡
此
処
に
か
ぎ
ら
ず
領
内
町
造
り
の
所
は
都
て
家
居
は
広
大
な
り
0

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

其
処
に
て
少
し
も
勝
手
よ
ろ
し
き
町
人
は
居
宅
は
凡
十
間
以
上
よ
り
三
十
間
斗

●
●
●
●
●

ま
で
も
あ
り
｡
(傍
点
筆
者
)

右
の

｢約
十
間
以
上
三
十
間
ば
か
り
｣
と
い
う
の
は
'
道
路
に
面
し
た
表
側
の
間

口
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

(21
)

宝
暦
六
年
の

｢本
町
支
配
町
屋
鋪
改
大
帳

一
｣

(本
町

一
丁
目

～
五
丁
目
ま
で

あ
る
)
に
見
え
る
'
ま
っ
す
ぐ
に
東
西
に
走
る
道
路
に
面
し
た
本
町
三
丁
目

･
同
四

丁
目
の
間
口
十
間
以
上
の
家
は
'
左
の
通
り
で
あ
る
｡
(大
き
い
間
口
が
す
べ
て
豪
商

ば
か
り
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
が
'

1
応
の
目
安
と
は
な
ろ
う
).

本
町
三
丁
目
北
側
七
軒
の
う
ち
五
軒
'
同
南
側
八
軒
-
四
軒
'
本
町
四
丁
目
北
側

四
軒
-

三
軒
'
同
南
側
三
軒
-
三
軒
へ
で
あ
る
｡
こ
れ
は

｢津
軽
見
聞
記
｣
の
傍
点

部
分
の
記
事
を
ほ
ぼ
裏
付
け
る
も
の
と
い
え
よ
う
｡

(22
)

天
明
八
年
か
ら
翌
寛
政
元
年
ま
で
に
記
録
し
た
も
の
と
い
う

『奥
民
図
嚢
』
に
'

町
家
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
｡
図
日
に
よ
っ
て
見
る
と
､
そ
れ
に
｢本
町
辺
薬
種
店
｣

と
記
さ
れ
'
板
葺
か
柾
葺
と
思
わ
れ
る
屋
根
の
上
に
火
災
予
防
の
用
水
桶
が
見
え
､

店
先
の
通
路
に
対
し
て
｢小
ミ
セ
ト
云
モ
ノ
町
コ
ト
ニ
ア
リ
､
其
幅
九
尺
或

一
間
計
､

往
来
ノ
人
雨
天
ノ
ト
キ
雪
中
ナ
ト
ハ
､
ミ
ナ
此
小
ミ
セ
ヲ
通
行
ス
｣
の
説
明
文
が
あ

り
'
こ
の
小
店

(小
見
世
)
は
利
用
度
が
高
い
'
積
雪
の
多
い
地
方
の
雁
木
と
共
通

す
る
も
の
で
あ
っ
た
｡

｢日
記
｣
寛
保
三
年
八
月
十
六
日
の
条
に
よ
れ
ば
'
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<図 (-)>

'i患 毒せ

町 家 (『奥民図集』所収)

寛

一
､
百
姓
者
不
及
言

二
町
人
た
り
共
､
弘
前
外
住
居
之
分
者
､
向
後
柾
葺
之
屋
祢

長
押
打
天
井
張
厚
盈
用
候
儀
無
用
之
事
､

亥
八
月
十
五
日

と
あ
る
｡

右
の
こ
と
か
ら
､
弘
前
城
下
に
住
む
町
人
は
､
こ
れ
ま
で
柾
葺
や
板
葺
の
屋
根
に

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
'
町
人
が
農
村
に
住
む
家
を
建
築
し
て
も
､
柾

葺
は
許
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
で
き
る
｡
し
か
し
､
寛
保
三
年
八
月
十
五
日
以
降

は
､
城
下
以
外
に
住
む
町
人
が
柾
屋
根
に
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
｡

(23
)

農
家
の
屋
根
は
茅

(萱
)
葺
が
原
則
で
柾
葺
は
強
-
規
制
さ
れ
て
い
た
｡
藩
当
局

で
は
､
農
民
が
賓
沢
を
し
な
い
よ
う
に
､
ま
た
農
村
に
住
む
町
人
も
質
素
を
重
ん
ず

る
よ
う
指
導
し
､身
分
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
､寛
保
三
年
八
月
十
五
日
付
の
｢覚
｣

と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡

(24
)

(柿
)

隣
接
の
盛
岡
藩
は
､
屋
根
を
元
文
六
年
よ
り
瓦
葺
に
､
天
保
三
年
六
月
に
こ

け

ら

(25)
葺
に
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
｡
八
戸
藩
で
は
文
政
十
二
年
四
月
の
大
火
後
に
家
の

(26
)

建
築
に
1
定
の
規
制
を
つ
-
つ
た
と
さ
れ
､
柾
の
契
斗
葺
と
な
っ
て
い
る
｡
瓦
葺
は

防
火
の
た
め
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
'
八
戸
の
町
で
は
度
々
の
大
火
に

遭
い
な
が
ら
も
､
町
家
の
屋
根
を
桟
瓦
葺
と
し
て
土
蔵
造
に
し
よ
う
と
す
る
発
想
は

(27
)

つ
い
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
｡
と
い
わ
れ
る
が
'
そ
の
理
由
は
不
詳
で
あ
る
｡
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そ
れ
に
対
し
津
軽
藩
で
は
､
城
下
に
大
火
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
瓦
葺
で
な

い
の
は
､
冬
季
の
雪
下
し
の
便
を
考
え
て
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
｡

こ
れ
ま
で
屋
根

･
間
口
を
中
心
に
町
家
を
見
て
き
た
が
､
年
代
を
追

っ
て
住
の
規

制
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
｡

延
宝
九
年
の

｢町
人
法
度
｣
第
二
十
条
に
よ
れ
ば
､
家
屋
は
町
人
の
階
層
差
に
応

じ
て
建
て
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
但
し
､
交
通
量
の
多
い
町
並
に
逮

て
る
時
に
は
'
町
奉
行
の
指
図
を
受
け
る
必
要
が
あ
っ
た
｡
そ
れ
は
､
こ
の
よ
う
な

所
で
は
階
層
差
の
ほ
か
に
､
藩
の
家
屋
建
築
に
対
す
る
方
針
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
測

さ
せ
る
｡

｢
日
記
｣
寛
政
二
年
二
月
十

1
日
の
条

(第

1
章
に
示
し
た
下
略
の
部
分
)
に
､

左
の
よ
う
に
あ
る
｡

覚

在
浦
町
々
之
者
共
､
近
年
衣
食
住
香
俸
之
風
儀
増
長

二
付
'
此
度
御
書
付
以
桐

敷
御
改
被
仰
付
候
間
､
各
支
配
所

一
統
村
役
町
役

二
両
急
度
申
含
､
御
書
付
之

趣
永
ク
相
守
り
候
様
可
被
申
付
候
､
(下
略
)

こ
れ
は
農
民

･
町
人
宛
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
､
衣
食
と
共
に
住
に
対
し
て

も
倹
約
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
｡

｢日
記
｣
享
和
三
年
八
月
七
日
の
条
に
､
｢
(上
略
)
｣
二

家
居
之
儀
茂
重
立
之
者

迄
茂
銘
々
商
売
方
弁
用
之
住
居
之
外
無
用
之
住
居
相
省
､
分
限
よ
り
ハ
手
狭
二
者
棉

敷
住
居
は
堅
停
止
可
申
付
候
之
事
｣
と
見
え
､
家
屋
は
身
分

･
階
層
に
よ
っ
て
決
め

ら
れ
た
広
さ
よ
り
も
狭
-
つ
-
り
､
賓
沢
な
住
居
を
禁
ず
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡

さ
ら
に
｢日
記
｣
文
化
八
年
九
月

1
日
の
条
に
は
､
｢
1
､
家
作
之
儀
近
年
造
作
立

派
二
取
立
候
も
有
之
候
､
以
来
手
重

二
無
之
様
建
具
等
上
方
表
江
注
文
等
致
候
儀
､

堅
無
用
申
付
候
｣
と
あ
る
｡
こ
れ
は
､
近
年
立
派
な
家
を
建
て
る
者
が
あ
り
､
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
｡
建
具
な
ど
は
上
方
方
面
へ
注
文
し
な

い
よ
う
申
し
付
け
ら
れ
て
い
る
｡

こ
の
他
に

｢
日
記
｣
文
政
十
三
年
九
月
十
二
日
の
条
､
天
保
十
二
年
十
二
月
二
十

九
日
の
条
､
嘉
永
五
年
閏
二
月
五
日
の
条
に
､
町
人
が
著
修
増
長
の
傾
向
に
あ
る
か

ら
､
衣
食
住
共
に
質
素
倹
約
に
つ
と
め
よ
､
と
い
う
意
味
の
倹
約
令
が
見
え
る
｡

以
上
'
住
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
｡

川弘
前
城
下
に
住
む
町
人
の
家
屋
は
､
柾
葺
か
板
葺
の
屋
根
で
､
冬
季
を
除
き
屋

根
に
防
火
に
備
え
た
用
水
桶
が
あ
げ
ら
れ
､
店
先
の
コ
ミ
セ

(小
店

･
小
見
世
)

で
隣
か
ら
隣
の
店

へ
と
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

畑本
町

(
1
丁
目

～
五
丁
目
ま
で
あ
る
)
三

･
四
丁
目
に
は
'
宝
暦
期
の
史
料
に

よ
っ
て
､
間
口
の
広
い
町
家
が
並
ん
で
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
､
城
下
の
商
莱

中
心
地
と
し
て
最
も
繁
栄
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
｡

㈱幕
末
ま
で
に
出
さ
れ
た
住
の
規
制
は
､
経
済
的
実
力
を
も
っ
て
き
た
町
人
の
香

修
を
抑
え
る
た
め
の
倹
約
令
で
あ
っ
た
｡
同
時
に
身
分
秩
序
維
持
と
町
人
階
級
内

の
階
層
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡
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証
(-
)
河
鰭
実
英

『き
も
の
文
化
史
』
(鹿
島
研
究
所
出
版
会

一
九
六
六
年
)
一
六

八
貢

谷
田
閲
次
･小
池
三
枝
『日
本
服
飾
史
』
へ光
生
館

1
九
八
九
年
)
二

二

･

二

一四
貢

『生
活
史
』
H

(体
系
日
本
史
叢
書
16

山
川
出
版
社

一
九
六
五
年
二

一四

六
貢

(2
)
小
袖
は
狭
義
に
は
冬
期

(九
月
九
日
か
ら
三
月
末
ま
で
)
用
の
綿
入
れ
で
絹

製
の
も
の
を
指
す

(<
註
-
>

『日
本
服
飾
史
』

二

一七
貢
)
と
い
わ
れ
､

津
軽
藩
で
は
絹

･
紬

･
太
織
を
許
可
し
て
い
る
の
だ
か
ら
､
上
等
の
絹
製
の

小
袖
を
禁
じ
て
い
る
も
の
と
考
え
た
い
｡

(3
)寛
政
二
年
二
月
十

一
日
の
条
に
､
｢惣
而
下
着
小
袖
着
用
致
候
共
､
何
色
に
て

●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

茂
無
垢
小
袖
着
用
無
用
致
候
様
｣
と
見
え
､
無
垢
小
袖
と
は
無
垢
仕
立
の
小

●袖
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
｡
西
村
綴
子
氏
は

｢江
戸
時
代
に
お
け
る
衣
服
規
制

に
つ
い
て
-
盛
岡
藩
の
場
合
Ⅲ
-

｣
(｢岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
｣
四

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

十
六
号

一
九
七
七
年
)
の
中
で
､
無
垢
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
諸
藩
で
は

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

見
ら
れ
な
か
っ
た
名
称
で
あ
る
｡
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
､
隣
藩
の
津
軽
藩

に
は
存
在
し
た
名
称
と
い
え
よ
う
｡

(4
)
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
｡
｢御
用
格
｣
は

｢
日
記
｣
の
記
事
の
う
ち
公
儀
･規
式
･

先
例
を
ジ
ャ
ン
ル
別
に
書
き
抜
き
､
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
内
容
は

｢日
記
｣
の
記
事
と
ほ
ぼ
同

1
で
あ
る
が
､
そ
の
性
質
上
､

1
般
に
簡
略
化

さ
れ
て
い
る
｡
｢日
記
｣
に
洩
れ
て
い
る
記
事
も
見
ら
れ
､
特
に
寛
政
本
に
そ

れ
が
著
し
い
｡
そ
の
一
例
が
こ
の
寛
政
二
年
二
月
十

一
日
の
条
で
あ
る
｡

(5
)
『弘
前
図
書
館
蔵

郷
土
史
文
献
解
題
』
(市
立
弘
前
図
書
館

一
九
七
〇

年
)
六
～
七
貢

(6
)
第

一
章
註
(10
)
に
史
料
を
示
し
て
あ
る
｡

(7
)
註
(-
)
『日
本
服
飾
史
』

二

一五
貢

(8
)
第

一
章
(10
)参
照

(9
)
西
村
按
子

｢江
戸
時
代
に
お
け
る
衣
服
規
制
に
つ
い
て
-
盛
岡
藩
の
場
合

(2
)
-
｣
(｢岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
｣
四
七
号

一
九
七
七
年
)

(10
)
渡
辺
実

『日
本
食
生
活
史
』
(吉
川
弘
文
館

一
九
六
四
年
)
二
四
三
貢

(11
)
『生
活
史
』
H

(体
系
日
本
史
叢
書
16

山
川
出
版
社

一
九
六
五
年
)
二
四

六
貢

(12
)
盛
田
稔

『近
世
青
森
県
農
民
の
生
活
史
』
(青
森
県
図
書
館
協
会

一
九
七
二

年
)

一
四
四
貢

(13
)
第

一
章
(10
)
に
同
じ
｡

(14
)
弘
前
大
学
国
史
研
究
会
編

『津
軽
史
事
典
』
(名
著
出
版

一
九
八
二
年
)
一

五
三
貢
｡
本
章
註
(12
)
一
四
四
貢

(1
)
青
森
県
立
図
書
館
郷
土
双
書
第
七
集

(
1
九
七
五
年
)｡
著
者
は
旧
津
軽
藩
士

内
藤
官
八
郎
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(16
)
太
田
博
太
郎
『新
訂
図
説
日
本
住
宅
史
』
(彰
国
社

一
九
四
八
年
)五
二
頁

(17
)
太
田
博
太
郎

『日
本
建
築
史
序
説
増
補
第
二
版
』
(彰
国
社

一
九
八
九
年
)
一

九
七

･
7
九
八
頁

(18
)
本
章
註
(11
)
二
四
六
頁

(19
)

『弘
前
市
史
』
藩
政
編

(弘
前
市

一
九
六
三
年
)
三
九
五
頁

(20
)
『新
編
青
森
県
叢
書
』
臼

(歴
史
図
書
社

1
九
七
三
年
)
四
六

1
頁
｡
｢津

軽
見
聞
記
｣
の
序
に

｢千
時
宝
暦
八
成
寅
年
五
月
下
旬
津
軽
鯵
ヶ
沢
の
旅
宿

に
ゐ
て
書
之
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
｡
尚
､
こ
の
解
題
に
は
､
旅
の
一
商
人
に

よ
っ
て
成
さ
れ
た
作
意
の
な
い
記
録
で
､
庶
民
生
活
を
克
明
に
描
写
し
て
お

り
､
特
に
経
済
的
分
野
に
於
け
る
記
録
の
豊
さ
は
､
他
の
文
学
者
流
の
紀
行

に
望
ま
れ
な
い
所
で
､
郷
土
資
料
と
し
て
特
異
な
存
在
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ

う
｡
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡

(21
)
長
谷
川
成

一
編

『弘
前
城
下
史
料
』
下

(北
方
新
社

一
九
八
六
年
)
七
六
･

七
七
頁
､
七
九

･
八
〇
頁

(22
)
青
森
県
立
図
書
館
郷
土
双
書
第
五
号

二

九
七
三
年
)
五
五

･
五
六
頁

(23
)
第

一
章
註
(11
)参
照

(24
)
藩
法
研
究
会
編

『藩
法
集

9

盛
岡
藩

上
』
(創
文
社

一
九
七
〇
年
)

<

一
六
八
>
七
八
頁

(25
)
同
右

下
<
二
五
〇
三
>

一
九
八
頁

(26
)

『八
戸
港
史
料
』
(伊
吉
書
院

一
九
七
三
年
)
五
六
四
頁

(27
)
高
島
成
佑
･三
浦
忠
司

『南
部
八
戸
の
城
下
町
』
(伊
吉
書
院

一
九
八
三
年
)

一
六
九
頁

(青
森
県
立
弘
前
中
央
高
等
学
校
教
諭
)




